
東京からこんにちは 小林洋子さん
味な店 プティ・パリ・ド・ラ・ターブル

家康公の人材登用法
食品スーパーマーケット調査結果
個性あふれる商品の開発支援
建設業許可の取得
新会員ご紹介（５月～６月入会分）

平成26年9月1日発行　第54号（毎月1日発行）

家康公四百年祭にむけて
観光・飲食部会特集

ロイヤルセントヨーク・櫻井愛香さん＆田中友理さん



静岡県中小企業再生支援協議会
〒420-0851　静岡市葵区黒金町20-8　静岡商工会議所会館3階
TEL 054-253-5118　FAX 054-253-7895

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた
の相談に応じます。

地域全体が
バックアップ！！

静岡県内の中小企業支援団体や
金融機関など、地域が一体となっ
て企業再生をバックアップします。

キャッシュフロー不足等、財務上の問題をはじめ様々な経営課題
を抱えているが、将来性の見通しと事業再生の意欲がある静岡県
内の中小企業を対象とします。

当協議会の活動実績
〔平成26年7月31日現在〕 ◆相談取扱案件 858社  ◆再生計画策定支援案件 323社

お問い合わせは

■各地商工会議所、商工会（商工調停士、経営指導員）
■政府系金融機関、銀行協会、信用金庫協会
■弁護士会、会計士協会、税理士会、中小企業診断士協会

具体的な経営課題の抽出

中小企業支援団体との連携による
対応策のアドバイス

中小企業支援団体

再生支援の流れ

経営相談（1次対応）1

中小企業診断士、弁護士、公認会計士、税理士
等の専門家による再生支援チームのサポート

再生計画の策定支援

再生計画の実行とフォローアップによる支援

再生支援（2次対応）2

支援対象企業

相談は無料！
秘密は厳守！

中小企業の再生経験豊かな専門
家8名が常駐し、いつでもあなた

■各

中
対

1
厳しい経営環境にある
中小企業の皆さまに、専門家集団が
前向きに再生を支援します！



駿府静岡
　と
　　私

【第30回】

　

秀
吉
公
没
後
の
家
康
公
の
行
動
を

み
る
と
き
に
、長
年
の
辛
抱
強
い
律
儀

な
男
が
一
変
し
て
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
、自
由
闊
達
、奔
放
と
い
え
る
ほ
ど
伸

び
や
か
に
物
事
を
進
め
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
す
。五
十
七
歳
か
ら
七
十
五
歳

ま
で
の
約
二
十
年
間
に
、そ
れ
ま
で
に
得

た
人
生
経
験
と
知
恵
の
す
べ
て
を
注
ぎ

込
ん
で
新
し
い
平
和
な
日
本
を
作
る
こ

と
に
没
頭
さ
れ
た
結
果
と
思
い
ま
す
。

　

信
長
公
が
古
い
権
威
を
壊
し
、秀
吉

公
が
地
侍
勢
力
を
一
掃
し
た
あ
と
に
、

家
康
公
が
圧
倒
的
に
強
い
軍
事
力
を

確
立
し
て
平
定
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、

江
戸
の
平
和
は
こ
の
三
人
の
共
同
作
品

と
も
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
家
康
公
が
こ
の
二
人
と
決
定

的
に
違
う
と
こ
ろ
は
、実
に
多
く
の
ブ

レ
ー
ン
を
次
々
と
起
用
し
て
政
策
の
決

定
に
関
与
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。天

海
、崇
伝
、羅
山
、ア
ダ
ム
ズ
、元
結
、大

久
保
長
安
、茶
屋
四
郎
次
郎
を
は
じ
め

臣
、北
条
家
臣
を
御
先
祖
に
も
つ
方
が

多
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
も
こ
の
こ
と
は
三
河
松
平
八

代
に
仕
え
て
苦
し
い
時
代
に
も
忠
節
を

尽
く
し
、多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
な
が

ら
ひ
た
す
ら「
御
家
」を
支
え
て
き
た

三
河
譜
代
の
武
士
た
ち
に
は
納
得
し

か
ね
る
面
も
あ
り
ま
し
た
。頑
固
一

徹
、武
辺
一
筋
の
三
河
武
士
で
あ
っ
た

大
久
保
彦
左
衛
門
は
、憤
慨
の
あ
ま
り

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。「
世
に
知

行
を
多
く
採
り
、立
身
出
世
す
る
に
は

次
の
五
条
あ
り
。一
、主
君（
旧
主
）に

弓
を
引
き
裏
切
る
人
間
こ
そ
知
行
を

取
、末
も
栄
え
孫
子
の
代
ま
で
繁
盛

す
。二
、卑
怯
な
振
舞
い
を
為
し
て
人
に

笑
わ
れ
た
者
。三
、礼
儀
作
法
を
良
く

弁
え
御
座
敷
内
で
上
手
く
立
ち
回
る

者
。四
、算
盤
勘
定
上
手
で
代
官
役
が

身
に
付
い
た
者
。五
、何
処
の
馬
の
骨
と

も
解
ら
ぬ
者
。し
か
し
知
行
を
求
め
て

ゆ
め
ゆ
め
こ
の
心
持
つべ
か
ら
ず
」。

多
く
の
民
間
人
を
起
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、ま
っ
た
く
新
し
い
、民
間

の
活
力
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
を

作
り
出
し
た
大
き
な
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。

　

も
と
も
と
家
康
公
は
そ
の
勢
力
が

拡
大
す
る
た
び
に
、次
々
に
新
し
い
武

士
を
登
用
し
て
い
ま
す
。三
河
武
士
は

一
番
古
い
譜
代
で
徳
川
家
臣
団
の
中
核

と
な
る
家
臣
で
す
が
、合
戦
で
領
国
が

広
が
る
た
び
に
新
し
い
人
材
を
得
て
強

力
な
軍
団
を
築
い
て
き
ま
し
た
。武
田

家
を
滅
ぼ
し
た
と
き
、信
長
公
は
徹
底

的
な
落
ち
武
者
狩
り
を
命
じ
ま
し
た
。

一
方
、家
康
公
は
、信
濃
滞
陣
を
の
ば
し

て
、出
来
る
だ
け
多
く
の
武
田
家
臣
を

召
し
抱
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
関
係
す
る
団
体
に
旧
幕
臣
の

子
孫
の
会「
柳
営
会
」が
あ
り
ま
す
。

武
家
作
法
の
研
究
や
武
家
茶
会
の
開

催
、御
先
祖
の
事
跡
の
研
究
な
ど
を
し

て
い
ま
す
が
、元
今
川
家
臣
、武
田
家

徳川慶喜公書「東照宮遺訓」（茨城県立歴史館所蔵）。「人の一生は重荷を負て遠き道を行くが如し。急ぐべからず。不自
由を常とおもへば不足なし。心に望みおこらば困窮したる時を思ひ出すべし。堪忍は無事長久の基。怒りは敵と思へ。勝つ
事ばかり知りて負くる事を知らざれば、害その身にいたる。おのれを責めて人を責むるな。及ばざるは過ぎたるより勝れり」。



写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

プ
ロ
野
球
で

家
康
公
四
百
年
祭
を
Ｐ
Ｒ

プ
ロ
野
球
公
式
戦「
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ

vs
阪
神
」が
県
営
草
薙
球
場
で

開
催
さ
れ
、試
合
前
の
セ
レ
モ

ニ
ー
に
お
い
て
家
康
公
四
百
年

祭
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。家
康
公

の
の
ぼ
り
旗
を
持
っ
た
Ｐ
Ｒ
隊

が
整
列
す
る
な
か
、事
業
概
要

が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
、そ
の
後
陣

羽
織
を
着
用
し
た
山
田
副
会

頭
が
始
球
式
を
行
い
ま
し
た
。

・観客１万９千人の前に立つ「家康公四百年祭ＰＲ隊」
7/4

女
性
の
た
め
の

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

青
年
部
第
12
回
全
国
サ
ッ
カ
ー
大
会

静
岡
大
会
開
催

当
会
議
所
青
年
部
主
催
で

市
内
７
会
場
を
使
い
開
催

し
ま
し
た
。「
お
も
て
な
し
」

を
合
言
葉
に
、北
は
青
森

県
弘
前
市
、南
は
鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
か
ら
合
計
56

チ
ー
ム
１
，３
２
０
名
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

・第4位だった静岡ＹＥＧサッカー部メンバー

女
性
限
定
の「
創
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し

た
。創
業
を
考
え
て
い
る
方

や
創
業
間
も
な
い
方
を
対

象
と
し
た
本
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、21
名
が
参
加
さ
れ
、創

業
に
必
要
な
融
資
制
度
を

は
じ
め
、労
務
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
を
２
日
間
に

亘
り
学
び
ま
し
た
。

・グループワークを行う参加者

7/16

7/11
～13

す
る
が
ロ
バ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
実
践
研
究
会

発
足
９
周
年
記
念
講
演
会

・記念講演会では50名が聴講

「
更
な
る
高
み
の
品
質
改

善
を
目
指
す
に
は
」と
題

し
、の
っ
ぽ
技
研
代
表
の
長

谷
部
光
雄
氏
が
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、日

立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
清
水
の

新
入
社
員
向
け
投
て
き
機

の
実
演
や
ロ
バ
ス
ト
挑
戦

企
業
の
事
例
と
改
善
効
果

等
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

7/157/27

つ
な
が
る
く
さ
な
ぎ

夏
フ
ェ
ス
＆
草
薙
マ
ル
シ
ェ

17
年
ぶ
り
に
草
薙
商
店
街

通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
、商
店
会
・
自
治
会
等
に

よ
る
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。地
元
商
店
に
よ

る
出
店
、露
店
、マ
ル
シ
ェ
、

ダ
ン
ス
や
太
鼓
等
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

・流しそうめんやドミノなど、子どもたちが楽しめるイベントも実施

清
水
巴
川
灯
ろ
う
ま
つ
り

今
年
も
清
水
区
巴
川
の
稚

児
橋
か
ら
港
橋
に
か
け
て
、

家
内
安
全
、無
病
息
災
な

ど
の
人
々
の
願
い
を
込
め
た

約
３
７
０
０
個
の
灯
ろ
う

が
流
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、夜
店
市
や
手
筒
花

火
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
て

行
わ
れ
、多
く
の
人
々
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

・地域の人々の願いを込めた灯ろう

7/19
・26



徳川慶喜公屋敷跡

〒420-0852 静岡県静岡市葵区紺屋町11-1

ご予約・お問い合わせ

tel.054-252-0131

※「Sing」は、静岡のS、清水のS、商工会議所のSに、現在進行形ingを組み合わせ、新しい商工会議所が前進し、明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。

平成26年9月1日発行 第54号（毎月1日発行）

・マル経資金説明相談会（静・清）

・夏の芸妓の踊り鑑賞会（翠峰）

・琉球王国 具志頭王子 法要（清見寺）

・ビジネス会計検定試験

・許認可・著作権相談会（静）

・税務相談会（静）　・国際女性起業セミナー（静）

　

・第29回太田町ふるさと夜店市（太田町商店会）

・司法書士相談会（静）　・融資相談会（清）　・健康相談（静）

・第5回ふれあいフォーラム（静）

・七間町青空市（七間町名店街）

・第2回家康公検定試験

・発明・特許相談会（静）

・清水エスパルスVSガンバ大阪（アイスタ）

・税務相談会（静）　・商店街情報交換会＆まちゼミ講演会（静）

・鷹の市・駿府市（鷹匠１丁目・駿府町商店街）

・簿記検定試験申込受付（～10/14）

▶セミナー・イベント情報満載のメールマガジン発信中
　申込み http://www.shizuoka-cci.or.jp

・個別商談会参加者事前対策セミナー（静）
・デザイン相談会（静岡市クリエーター支援センター）

・創業・起業相談会（静）　・法律相談会（清）　・税務相談会（清）
・カラーコーディネーター検定試験申込受付（～10/17）

・マル経資金説明相談会（静・清）　・発明・特許相談会（清）
・ＩＴ・情報化相談会（清）　・ビジネス実務法務検定試験申込受付（～10/24）
・法律相談会（静）　・移動常議員会（～9/27 那覇市）
・消費税転嫁対策セミナー（ホテルサンルート清水）

・環境社会eco検定試験申込受付（～10/31）
・商工祈願祭（静岡浅間神社）

・福祉住環境コーディネーター検定試験申込受付（～10/10）
・３級簿記講習会（～11/7 静）
・マル経資金説明相談会（静・清）　・ＩＴ・情報化相談会（静・清）
・創業・起業相談会（清）

・創業ステップアップ講座（～11/8 清）　・みてたマルシェ（けやき通り）
・徳川みらい学会第4回講演会（静岡市民文化会館）
・大御所リレーマラソン（駿府城公園）　・家康公 健康・謎解きウォーク（駿府城公園ほか）

・融資相談会（静）　・法律相談会（静）
・静岡経営塾（～12/4 清）　・夏の芸妓の踊り鑑賞会（なすび）

・創業・起業相談会（静）
・女性向けスキルアップセミナー（あざれあ）

・デザイン相談会（静岡市クリエーター支援センター）
・中部横断自動車道経済懇談会 総会・講演会（マリナート）

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

　金

　土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

ロイヤルセントヨークは、あいネットグループの結婚式場のひとつで
平成17年にオープン。上質で心のこもった独自のホスピタリティで、
結婚する二人とゲストの大切な日をお手伝いしています。田中友理
さんと櫻井愛香さんは、技能五輪全国大会のレストランサービス競
技に出場し、田中さんは第48回大会で「銅賞」、櫻井さんは第49回
大会で「銅賞」を受賞。レストランサービス競技は、テーブルセッティ
ング、食前酒の作成・バーサービス、オードブルのサービス、ワインの
デカンタージュ、チキンのデクパージュ、フルーツのデクパージュ、
の６つの課題で競います。フラワーアレンジメントの技術、飲物・食材
に関する知識、流れるような美しい所作と笑顔でのサービス、お客
様に気持ちよく食事を楽しんでいただくためのおもてなしの心が高
く評価されました。写真は、大聖堂ヨークミンスターの前で撮影。
静岡市駿河区寿町6-14　TEL054-203-3877
http://www.royal-st-york.com/index.html
8月1日写真撮影：Photo Studio Peace　杉山雅彦さん　
http://pspeace.net

表紙／ロイヤルセントヨーク・櫻井愛香さん＆田中友理さん

※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

商工会議所
セミナー・イベント カレンダー月静岡商工会議所  最高顧問  德川恒孝氏

特集：観光・飲食部会
家康公四百年祭にむけて
・輝かしい駿府のブランド力を取り戻そう　久保田隆氏
・駿府城公園の整備
・静岡市歴史文化施設の整備
・家康公四百年祭イベント・カレンダー
・「余ハ此處ニ居ル」プロジェクト開発商品
・シンポジウム「朝鮮通信使と日韓関係の未来」
・徳川みらい学会講演会「徳川時代の武威と平和」

家康公の人材登用法

写真で見る静岡商工会議所の動き（7月）

平成26年度 食品スーパーマーケット調査結果

東京からこんにちは
㈱ACT環境計画

小林洋子さん

しごとなでしこ

久保田梓さん
静岡の未来

佐藤信行さん

しずおか味な店

プティ・パリ・ド・ラ・ターブル
わが社自慢の商品・サービス
家康公にちなんだ商品、飲食店ほか

わたしの商工会議所活用法
個性あふれる商品の開発支援

誌上経営相談
建設業許可の取得

Sing８月号３ページ、４ページ、６ページで、増田洋健さんの会社名を（有）シズデンと記載しましたが、
正しくは、（株）シズデンです。謹んでお詫び申し上げますとともに、訂正させていただきます。

新会員ご紹介（５月～６月入会分）



家康公四百年祭にむけて
観光・飲食部会特集

45
％
、わ
か
ら
な
い
33
％
、久
能
山
東
照
宮

20
％
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、静
岡
市
民
へ
の
同
様
の
調
査
で
は
、

家
康
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
地
域
は
、静
岡

市
57
％
、ご
遺
体
の
眠
る
場
所
は
日
光
東
照

宮
と
久
能
山
東
照
宮
が
と
も
に
38
％
。静
岡

音
楽
館
Ａ
Ｏ
Ｉ
、静
岡
市
葵
区
、静
岡
市
立
葵

小
学
校
、葵
タ
ワ
ー
な
ど
、家
康
公
ゆ
か
り
の

「
葵
」を
採
用
し
た
施
設
名
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
か
ら
見
て
も
、家
康
公
は
、静
岡
市
民
の

誇
る
べ
き
ブ
ラ
ン
ド
と
な
って
い
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、輝
か
し
い
駿
府
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
取
り
戻
す
に
は
、ど
う
し
た
ら
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。そ
の
第 

一 

は
、久
能
山
東
照
宮
の

国
宝
指
定
で
あ
り
、第
二
は
、久
能
山
と
日

光
を
結
ぶ
直
線
上
に
位
置
す
る
富
士
山
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
が
実
現
し
た
今
日
、駿
府
城
天
守

閣
の
再
建
を
進
め
る
こ
と
が
第
三
の
目
標
で

す
。ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
で
、１
８
８
２

年
か
ら
今
日
ま
で
建
築
工
事
が
続
け
ら
れ
て

い
る
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
の
よ
う
に
、駿
府

城
天
守
閣
を
毎
日
少
し
ず
つ
永
年
に
わ
た
り

作
り
続
け
て
い
く
こ
と
は
、職
人
の
技
と
徳

川
の
文
化
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

当
部
会
で
は
、家
康
公
ゆ
か
り
の
食
や
土

産
品
、着
地
型
ツ
ア
ー
な
ど
を
商
品
化
し
て

内
外
に
発
信
し
、多
く
の
お
客
様
を
静
岡
市

に
お
迎
え
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

観光・飲食部会  部会長
㈱浮月  代表取締役社長

久保田 隆

輝
か
し
い
駿
府
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
取
り
戻
そ
う

　

観
光
・
飲
食
部
会
で
は
平
成
23
年
度
か

ら
、徳
川
家
康
公
が
築
い
た
、輝
か
し
い
駿
府

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
取
り
戻
す
た
め
、「
余
ハ
此

處
ニ
居
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

静
岡
市
は
、か
つ
て
駿
府
と
し
て
、家
康
公

が
好
ん
で
こ
の
地
を
永
住
の
地
と
選
び
、大

御
所
政
治
が
行
わ
れ
、東
海
道
五
十
三
次
随  

一  

の
大
都
市
と
な
っ
た
輝
か
し
い
過
去
が
あ
り

ま
す
。家
康
公
は
久
能
山
東
照
宮
に
永
眠

さ
れ
、今
も
な
お
、山
頂
付
近
の
廟（
び
ょ
う
）

所（
神
廟
）に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
「
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
」は
、神
と
な
ら
れ
た

家
康
公
ご
本
人
の
お
言
葉
を
想
定
し
て
、当

部
会
の
興
津
諦
氏
が
提
案
し
た
コ
ピ
ー
で

す
。「
静
岡
市
の
民
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」

と
い
う
、家
康
公
の
お
怒
り
の
気
持
ち
も
込

め
て
い
ま
す
。

 
私
ど
も
が
静
岡
県
外
に
住
む
消
費
者
の
家

康
公
に
関
す
る
認
識
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
徳
川
家
康
」と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
地
域

で
は
、愛
知
県
岡
崎
市
と
栃
木
県
日
光
市
が

47
％
と
多
く
、静
岡
市
は
９
％
。家
康
公
の
ご

遺
体
が
眠
る
場
所
で
は
、日
光
東
照
宮

ヨ　
　
　
　
コ　

コ　　
　
　
　
ヲ



　

静
岡
市
は
１
９
８
９
年
、市
民
か
ら
提
供

さ
れ
た「
駿
府
御
城
内
外
覚
書
」の
古
文
書

に
基
づ
き
、市
制
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て

二
ノ
丸
巽
櫓
を
復
元
し
、「
駿
府
博
」を
65
日

間
、開
催
し
ま
し
た
。　

　

１
９
９
１
年
に
は「
駿
府
公
園
整
備
計

画
」を
策
定
。①
歴
史
遺
産
の
保
存・再
整

備
、②
都
心
の
公
園
機
能
の
強
化
、③
防
災

機
能
の
確
保
を
基
本
方
針
と
し
て
、駿
府
城

公
園
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

１
９
９
６
年
に
は
、二
ノ
丸
東
御
門
を
は
じ

め
、本
丸
堀
の 

一 

部
や
本
丸
堀
か
ら
御
水
門

へ
の
水
路
を
復
元
。２
０
０
０
年
に
は
、「
静

岡『
葵
』博
」の
駿
府
城
会
場
と
し
て
、東
御

門
内
部
に
家
康
公
が
築
い
た
城
と
町
の
全

貌
を
紹
介
す
る「
駿
府
城
展
」と
、巽
櫓
内

部
に
家
康
公
の
原
点
と
な
っ
た
臨
済
寺「
竹

千
代
手
習
い
の
間
」の
展
示
を
整
備
。日
本

語・英
語・韓
国
語・中
国
語
の
音
声
ガ
イ
ド

を
準
備
し
、土・日・祝
日
は
駿
府
ウ
エ
イ
ブ
が

常
駐
し
、来
場
者
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

 
２
０
０
１
年
に
は
、駿
河
の
国
の
名
勝
を
織

り
込
ん
だ
庭
と
数
寄
屋
造
り
の
茶
室
で
構

成
す
る「
紅
葉
山
庭
園
」を
整
備
。

　

２
０
１
２
年
４
月
に
は
、家
康
公
の
居
城

で
あ
る
こ
と
を
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
、「
駿

府
城
公
園
」に
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
４
年
に
は
坤
櫓
を
復
元

し
、富
士
見
芝
生
広
場
、二
ノ
丸
御
門
跡
広

場
を
整
備
。坤
櫓
内
部
で
は
、建
物
構
造
を

見
せ
る
た
め
、床
板
の 一 

部
を
ガ
ラ
ス
張
り
に

し
て
い
ま
す
。家
康
公
と
駿
府
と
の
関
わ
り
、

櫓
の
建
築
の
様
子
を
映
像
で
紹
介
し
て
お

り
、「
今
昔
ス
コ
ー
プ
」で
は
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け

る
と
駿
府
城
や
当
時
の
町
並
み
な
ど
を
３
Ｄ

映
像
で
体
験
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、２
０
１
０
年「
駿
府
城
天
守
閣

建
設
可
能
性
検
討
委
員
会
報
告
書
」で
提

言
さ
れ
た「
天
守
台
の
復
元
」な
ど
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

静
岡
市
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る
博

物
館
の
設
置
は
、市
民
の
悲
願
で
す
。

　

静
岡
市
は
２
０
１
１
年
３
月
、「（
仮
称
）

静
岡
市
歴
史
文
化
施
設
基
本
構
想
」を
策

定
。翌
年
か
ら
は
静
岡
市
歴
史
文
化
施
設

建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の
内
容
を

具
体
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。委
員
会
か

ら
の
主
な
提
言
内
容
は
、次
の
通
り
。

『
設
置
候
補
地
は
、旧
青
葉
小
学
校
跡
地
。

想
定
延
床
面
積
は
約
５
０
０
０
㎡
。

　

基
本
理
念
は「
歴
史
文
化
か
ら
静
岡
の
未

来
を
つ
く
る
。〜
静
岡
の
過
去
を
学
び
、今

を
知
る
。そ
し
て
、未
来
を
考
え
る
〜
」。静

岡
市
の
歴
史
文
化
遺
産
を
保
存・継
承
し
、

静
岡
の
魅
力
を
解
き
明
か
す
研
究
を
進
め
、

市
民
が
静
岡
市
の
歴
史
文
化
を
学
び
、誇
り

に
思
え
る
よ
う
な
展
示
を
行
い
ま
す
。こ
う

し
た
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、地
域
の

活
性
化
や
歴
史
観
光
の
促
進
な
ど
の
効
果

を
生
み
出
し
ま
す
。

　
「
展
示
エ
リ
ア
」で
は
、静
岡
市
の
歴
史
の

流
れ
を
紹
介
す
る
通
史
展
示
に
加
え
て
、歴

史
の
中
で
光
る
静
岡
と
し
て「
駿
府
の
礎
を

築
い
た
今
川
氏
」「
大
御
所
家
康
公
と
都
市

駿
府
」「
東
海
道
交
通
と
交
流
」の
テ
ー
マ
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に「
交
流・歴
史
観
光
エ
リ
ア
」を
設

け
、静
岡
市
の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
広
く
国

内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
で
、歴
史
観
光
の
促

進
、中
心
市
街
地
や
産
業
の
活
性
化
な
ど
、

交
流
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。』

　

建
設
実
現
に
向
け
て
は
、財
源
確
保
や
運

営
に
か
か
る
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、静
岡
市
で
は
現
在
、課
題

の 

一 

つ「
市
民
意
識
の
醸
成
」を
目
的
と
し

た「
さ
き
が
け
博
物
館
事
業
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

駿
府
城
二
ノ
丸
坤
櫓
を
復
元

駿
府
城
公
園
の
整
備

歴
史
文
化
か
ら
静
岡
の
未
来
を
つ
く
る

静
岡
市
歴
史
文
化
施
設
の
整
備

ひ
つ
じ
さ
る
や
ぐ
ら

た
つ
み
や
ぐ
ら

も
み
じ
や
ま

駿府城二ノ丸坤櫓

さきがけ博物館事業
さきがけ
企画展

さきがけ
収蔵室

さきがけ
歴史文化講座

「我が家の宝調査隊」 「戦国今川塾」

H27.2.20～3.15
（予定）

第2回

随時受付中

アイセル21
静岡市民ギャラリー

〈受付終了〉

お問合せ

静岡市文化財課
TEL.054-221-1085

第1回

H27.9（予定）

第1回
第2回
第3回

H26.6.29
H26.8.23
H26.9.28

第3回 H28.2（予定）

「（仮称）幼少期の家康
公を育てた今川氏」



家
康
公
四
百
年
祭 

イ
ベ
ン
ト・カ
レ
ン
ダ
ー  　

10
月

平
成
26
年

12
月

平
成
2６
年

６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

第
６
回
国
際
将
棋
フ
ォ
ー
ラ
ム

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

TEL 

０
３‐

３
４
０
８‐

６
１
６
１

13
日（
土
） 

郷
土
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
家
康

⑥
家
康
の
足
跡
を
辿
る

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
12
時
10
分
〜

23
日（
火
）〜
26
日（
金
） 

家
康
公
生
誕
祭

岡
崎
市・岡
崎
公
園
ほ
か

TEL 

０
５
６
４‐

５
７‐

０
２
０
０

久能山東照宮三百年祭（大正4年4月13日～22日）

1
月

平
成
27
年

10
日（
土
） 

徳
川
み
ら
い
学
会
講
演
会

「
西
洋
人
の
見
た
徳
川
日
本
」

11
月

平
成
26
年

１
日（
土
） 

郷
土
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
家
康

⑤
大
御
所
時
代
、江
戸
↓
静
岡

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
12
時
10
分
〜

８
日（
土
） 

渡
邉
妙
子
氏
講
演
会

「
徳
川
家
康
の
日
本
刀
観
」

静
岡
市
美
術
館
14
時

TEL 

０
５
４‐

２
７
３‐

１
５
１
５

16
日
（
日
） 

国
宝
・
久
能
山
東
照
宮
展

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・コ
ン
サ
ー
ト

静
岡
市
美
術
館
15
時

TEL 

０
５
４‐

２
７
３‐

１
５
１
５

徳
川
み
ら
い
学
会
講
演
会

「
徳
川
家
康
と
黒
田
官
兵
衛
」

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル
14:

30

TEL 

０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

9
月

平
成
26
年

６
日（
土
） 
郷
土
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
家
康

③
飛
躍
と
苦
悩 

浜
松
か
ら
駿
府
へ

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
12
時
10
分
〜

13
日（
土
） 

徳
川
み
ら
い
学
会
講
演
会

「
徳
川
時
代
の
茶
の
湯
」

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル
14
：
30

TEL 

０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

26
日（
金
）・27
日（
土
） 

し
ず
お
か
徳
川
家
康
公
も
の
が
た
り

舞
台
芸
術
公
園・野
外
劇
場「
有
度
」

TEL 

０
５
４‐

２
０
３‐

５
７
３
０

21
日（
日
） 

第
二
回
家
康
公
検
定

静
岡・浜
松・岡
崎
商
工
会
議
所

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
３
４

４
日（
土
）〜
11
月
24
日（
祝
）　

国
宝・久
能
山
東
照
宮
展

４
日（
土
） 

郷
土
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
家
康

④
駿
府
か
ら
江
戸
、そ
し
て
天
下
統 

一 

へ

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
12
時
10
分
〜

９
日（
木
） 

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー「
久
能
山
探
検
！
」

静
岡
市
美
術
館・久
能
山
東
照
宮

TEL 

０
５
４‐

２
６
３‐
０
３
９
４

11
日（
土
） 

落
合
偉
洲
氏
講
演
会

「
久
能
山
東
照
宮
御
鎮
座
四
百
年
」

静
岡
市
美
術
館
14
時

TEL 

０
５
４‐

２
７
３‐

１
５
１
５

15
日（
水
） 

德
川
恒
孝
氏
講
演
会

「
徳
川
家
の
人
々
と
静
岡
」

静
岡
市
民
文
化
会
館・大
ホ
ー
ル
13
時

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
０
７

19
日（
日
） 

宮
崎
隆
旨
氏
講
演
会「
異
形

の
兜
と
立
物 

家
康
の
時
代
の
甲
冑
」

静
岡
市
美
術
館

TEL 

０
５
４‐

２
７
３‐

１
５
１
５

静
岡
市
美
術
館
14
時

TEL 

０
５
４‐

２
７
３‐

１
５
１
５

25
日（
土
）〜
26
日（
日
） 

家
康
楽
市 

秋
の
陣

浜
松
市・浜
松
城
公
園

TEL 

０
５
３‐

４
５
７‐

２
２
９
３

26
日（
日
） 

駿
府
本
山
お
茶
壺
道
中・口
切
り
の
儀

井
川
大
日
峠
、久
能
山
東
照
宮
ほ
か

TEL 

０
５
４‐

２
８
８‐

８
４
４
０

田
中
潤
氏
講
演
会

「
久
能
山
東
照
宮
御
神
宝
装
束
と
ゆ
か

り
の
染
織
品
」

静
岡
市
美
術
館
14
時

TEL 

０
５
４‐

２
７
３‐

１
５
１
５

第 

一 

回
出
世
の
街 

浜
松「
家
康
公
祭
り
」

浜
松
市・浜
松
城
公
園

TEL 

０
５
３‐

４
５
８‐

０
０
１
１

30
日（
木
）・31
日（
金
） 

ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー「
久
能
山
探
検
！
」

静
岡
市
美
術
館・久
能
山
東
照
宮

TEL 

０
５
４‐

２
５
５‐

３
９
６
０

平
成
26
年
８
月
現
在
、公
表
さ
れ
て
い
る
も
の

T
E
L
は
主
催
者
連
絡
先



12
月

平
成
27
年

26
日（
土
） 

家
康
公
四
百
年
祭
・
エ
ン

デ
ィ
ン
グ・イ
ベ
ン
ト

岡
崎
市
内

TEL 

０
５
６
４‐

２
３‐

６
３
８
４

11
月

平
成
27
年

12
日（
木
）〜
14
日（
土
） 

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０

１
５「
家
康
公
と
富
士
山
に
学
ぶ
」

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
ほ
か

TEL 

０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３

10
月

平
成
27
年

30
日（
金
）〜
11
月
３
日（
火
） 

家
康
公
四
百
年
祭・岡
崎
城
ま
つ
り

岡
崎
市・岡
崎
公
園
ほ
か

TEL 

０
５
６
４‐

２
３‐

６
３
８
４

3
月

平
成
27
年

１
日（
日
） 

静
岡
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５

静
岡
市
役
所
前
ス
タ
ー
ト
予
定

TEL 

０
５
４‐

２
５
１‐

３
３
６
９

14
日（
土
） 

徳
川
み
ら
い
学
会
講
演
会

「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
徳
川
J
A
P
A
N
」

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル
14:

30

TEL 

０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

8
月

平
成
27
年

１
日（
土
） 

岡
崎
城
下
家
康
公
夏
ま
つ
り

第
67
回
花
火
大
会

乙
川・矢
作
川
河
畔

TEL 

０
５
６
４‐

２
３‐

６
２
１
７

9
月

平
成
27
年

13
日（
日
）　

第
三
回
家
康
公
検
定

静
岡・浜
松・岡
崎
商
工
会
議
所

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
３
４

19
日（
土
）〜
27
日（
日
）　

（
仮
称
）駿
府
天
下
泰
平
ま
つ
り

駿
府
城
公
園
ほ
か

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
３
４

4
月

平
成
27
年

24
日（
火
）〜
31
日（
火
）  

（
仮
称
）す
ん
ぷ
家
康
ワ
ー
ル
ド

22
日（
日
） 

お
稚
児
行
列

岡
崎
市・龍
城
神
社

TEL 

０
５
６
４‐

２
１‐

５
１
１
７

28
日（
土
）・29
日（
日
） 

ド
ラ
マ
ダ
ン
ス
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト「
シ
ズ
オ
カ
独
立

宣
言
〜
家
康
再
起
動（
仮
称
）」

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル

TEL 

０
５
４‐

２
５
１‐

３
７
５
１

１
日（
水
）〜
６
日（
月
） 

廿
日
会
祭

静
岡
浅
間
神
社

TEL 

０
５
４‐

２
４
５‐

１
８
２
０

３
日（
金
）〜
５
日（
日
）　

駿
府
大
御
所
時
代
絵
巻・静
岡
ま
つ
り

駿
府
城
公
園
ほ
か

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐

０
１
８
２

16
日（
木
）

德
川 

一 

門・家
臣
団
大
会
in
駿
府

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
ほ
か

TEL 

０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３

12
日（
日
）

家
康
公
四
百
回
忌
法
要

５
日（
日
） 

家
康
公
霊
夢
像
除
幕
式

岡
崎
市・大
樹
寺

TEL 

０
５
６
４‐
５
３‐

６
１
９
０

15
日（
水
）〜
19
日（
日
） 

御
鎮
座
四
百
年
大
祭

久
能
山
東
照
宮

TEL 

０
５
４‐

２
３
７‐

２
４
３
８

25
日（
土
）

家
康
公
四
百
年
祭・中
間・イ
ベ
ン
ト

浜
松
市
内

TEL 

０
５
３‐

４
５
７‐

２
２
９
３

25
日（
土
）〜
26
日（
日
） 

家
康
楽
市 

春
の
陣

浜
松
市・浜
松
城
公
園

TEL 

０
５
３‐

４
５
７‐

２
２
９
３

23
日（
水
）〜
26
日（
土
） 

家
康
公
生
誕
祭

岡
崎
市・岡
崎
公
園
ほ
か

TEL 

０
５
６
４‐

５
７‐

０
２
０
０

久能山東照宮三百五十年祭（昭和40年4月15日～19日）

24
日（
土
） 

家
康
公
四
百
年
祭・オ
ー
プ

ニ
ン
グ・イ
ベ
ン
ト

静
岡
浅
間
神
社

TEL 
０
５
４‐

２
２
１‐

１
２
３
４

31
日（
土
） 

静
岡
市
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

静
岡
市
清
水
文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー
ト

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐
１
０
８
５

 

家
康
行
列

岡
崎
市・伊
賀
八
幡
宮
を
出
発

TEL 

０
５
６
４‐

２
３‐

６
２
１
７

2
月

平
成
27
年

20
日（
金
）〜
３
月
15
日（
日
）予
定

さ
き
が
け
企
画
展「（
仮
称
）幼
少
期
の

家
康
公
を
育
て
た
今
川
氏
」

静
岡
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

TEL 

０
５
４‐

２
２
１‐

１
０
８
５

静
岡
市
民
文
化
会
館・中
ホ
ー
ル
14:

30

TEL 

０
５
４‐

２
８
４‐

９
６
６
０

静
岡
科
学
館
る・く・る

TEL 

０
５
４‐

２
８
４‐

６
９
６
０

岡
崎
市・大
樹
寺

TEL 

０
５
６
４‐

２
１‐

３
９
１
７

写真上：静岡まつり
写真下：家康行列



「余ハ此處ニ居ル」プロジェクロジェクト開発商品ト開発商品ロジェクト開発商品

豪華絢爛！将軍弁当

〒420-8555 静岡市葵区末広町95
TEL 054-205-7006　FAX 054-272-3102
http://ｗｗｗ.s-store.co.jp

㈱静鉄ストア

家康公をイメージした東海軒オリジナル弁当

「出世弁当竹千代」は家康公が好んだ、鯛の天ぷら、茄子、八
丁味噌など詰め込みました。「出世弁当大御所」は「出世弁

当竹千代」をベ
ースにより豪華
にしました。当時
の風景を感じな
がら、食べてくだ
さい。

〒422-8033 静岡市駿河区登呂6-5-35
TEL 054-287-5171　FAX 054-287-5172
http://www.tokaiken.jp

㈱東海軒

しずおかの味覚満載！「大御所御膳」

「海道一の弓取り」と言われた家康翁にちなみ、うなぎ、黒はん
ぺん、桜えびなどの東
海道の名産品を釜飯
風に仕上げたお弁当で
す。家康翁ゆかりの天
麩羅は抹茶塩でお召し
上がり下さい。５個から
お届け致しております。

〒420-0068 静岡市葵区田町2-89-1
TEL 054-252-7948　FAX 054-255-4290
http://www.chikusui.co.jp

㈱竹酔

1,242円（税込）

家康が好んで食したといわれている料理を現代風にアレンジ
してお弁当にしました。おはぎは葵の紋を象った金箔を貼りイ

ンパクトをだしま
した。天ぷらや麦
飯も好んで食し
たといわれてい
るのでお弁当に
盛込みました。

出世弁当 竹千代850円（税込）　出世弁当 大御所1,500円（税込）

980円（税込）

1,706円（税込）

富士鷹なすび弁当

駿河の特産品（しらす、桜海老、たけのこ、山葵、枝豆、茄子、
お茶）などを活用して、徳川
家康公が愛でた一富士、二
鷹、三なすびを表現しました。
味も姿もお楽しみいただけま
す。その他にも「富士鷹なす
びの一本漬け」や金塊型の
うす茶糖「無事長久」もあり
ます。

〒424-0943 静岡市清水区港町2-1-1-202号Ｂ-1
TEL 054-354-1138　FAX 054-355-3717
http://nasubi-ltd.co.jp

㈱なすび



「余ハ此處ニ居ル」「余ハ此處ニ居ル」プロジェクト開発商品「余ハ此處ニ居ル」プ

静岡在来の焼畑そば

全国から注目される日本最高峰の静岡在来そば。中でも焼畑
そばは一番に注目され
ています。その希少性
から店売りの本年度分
のそばはほぼ売り切れ、
来年の初夏から「手打
ち蕎麦たがた」にて限
定で再登場の予定です。
1,500円（税込）

〒420-0034 静岡市葵区常磐町2-6-7
TEL＆FAX 054-250-8555
http://www.soba-tagata.com

手打ち蕎麦たがた（㈱ARIGATO）

「気軽に抹茶体験」“和菓子で候う”

お客様が自ら静岡産の抹茶を点てて召し上がってもらいま
す。まず干菓子を
食べてもらい、主
菓子となる練り切
りは、その場で職
人が造ります。富
士山、葵、季節の
物の他にリクエス
トにも応じます。

〒424-0831 静岡市清水区入江2-1-8
TEL 054-367-0345　FAX 054-367-0438
http://chikuodo.com/

竹翁堂

〒421-0101 静岡市駿河区向敷地1198-1
TEL 054-669-5057　FAX 054-259-6869
http://www.oyaizu.co.jp

㈱小柳津清一商店

家康公の洋時計
バウムクーヘン

徳川家康公顕彰四百年記念
バウムクーヘン。本山茶と八丁
味噌を使用しています。お茶の
香りの爽やかな煎茶生地と八
丁味噌を練り込んだコクのある
生地の２種類の風味が特徴の
２層バウムクーヘン。
１，40０円（税込）

富士山静岡緑茶　家康公＆まちこ

「家康公がこよなく愛した静岡のお茶を世界の方々に飲んで
頂きたい！」そんな思いが詰まった商品です。パッケージも富士

山型で、富士山の
5万分の１スケール
とご当地を盛り込
んだ、話のネタにも
なる静岡土産です。

ティーバッグ5個入
　
各432円（税込）

〒420-0005 静岡市葵区北番町40-21
TEL 054-271-1010　FAX 054-272-1010
http://mixcha.jp

㈱マルヒデ岩崎製茶

権現みそ

家康公は大豆が好みで
あり、特に味噌を好んだ
と言われています。自然
豊かな山間の地で採れ
た野菜（人参・茄子・蒼
じそ・ごぼう・大豆）をあ
わせ白味噌で和えまし
た。「粗にして素」、品名
は権現みそにしました。

〒421-0135 静岡市駿河区小坂1673
TEL 054-258-3771　FAX 054-258-3771

御坂堂

648円（税込）

静岡県産わさびとマグロが出会った

〒421-0113 静岡市駿河区下川原5-34-18
TEL 054-258-1115　FAX 054-258-5479
http://www.tamaruya.co.jp

㈱田丸屋本店

田丸屋の駿河のごちそう「山のわ
さびと海のまぐろ」は、新鮮な静岡
特産のわさび茎とまぐろをまろやか
醤油でじっくり煮込んだ、旨みたっ
ぷりの佃煮です。新鮮なわさびの

味わいとまぐろ
の旨みをお楽
しみ下さい。



家
康
公
の
平
和
外
交
を
教
訓
に

当
商
工
会
議
所
、駐
横
浜
大
韓
民
国
総
領
事
館
、静
岡
県
日
韓
親
善
協
会
な

ど
は
平
成
26
年
６
月
19
日
、し
ず
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
で
、シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
朝
鮮
通
信
使
と
日
韓
関
係
の
未
来
」を
開
催
。韓
国
・
江
原
大
学
の

孫
承
喆
教
授
の
講
演
の
後
、仲
尾
宏
京
都
造
形
大
学
教
授
の
司
会
で
、德
川

宗
家
十
八
代
当
主
の
德
川
恒
孝
氏
、岩
崎
鐵
志
静
岡
県
立
大
学
名
誉
教
授
、

比
較
文
化
学
者
の
金
両
基
氏
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

ソ
ン
ス
ン
チ
ョ
ル

キ
ム
ヤ
ン
キ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
朝
鮮
通
信
使
と
日
韓
関
係
の
未
来
」

　

孫
教
授
の
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
「
朝
鮮
通
信
使
は
、

朝
鮮
南
部
で
略
奪
を

繰
り
返
す
倭
寇
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、朝

鮮
王
朝
と
室
町
幕
府

が
相
互
に
使
節
を
派
遣
し
て
交
隣
関
係
を
築

い
た
の
が
始
ま
り
。室
町
時
代
に
は
通
信
使
を

７
回
派
遣
し
、朝
鮮
南
部
の
三
つ
の
港
を
開
放

し
て
貿
易
を
行
っ
た
の
で
、そ
こ
に
は
三
千
余

人
の
日
本
人
が
住
ん
で
い
た
。

　

交
隣
関
係
は
１
５
９
２
年
〜
１
５
９
８
年
の

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
で
断
絶
。朝
鮮
は
日

本
を
不
俱
戴
天
の
敵
と
し
た
が
、松
雲
大
師

と
徳
川
家
康
の
講
和
交
渉
に
よ
り
朝
鮮
王
朝

は
１
６
０
７
年
に
回
答
兼
刷
還
使
を
派
遣
し
、

国
交
を
再
開
。徳
川
幕
府
に
12
回
の
通
信
使

を
派
遣
し
た
。そ
の
目
的
は
、日
本
に
と
って
は

新
し
い
将
軍
の
襲
職
を
祝
っ
て
権
威
を
高
め
、

朝
鮮
と
の
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
り
、朝

鮮
に
と
っ
て
は
日
本
の
情
勢
を
探
索
し
、日
本

と
の
交
隣
を
増
進
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

通
信
使
は
１
年
間
か
け
て
、朝
鮮
国
王
の

国
書
を
将
軍
に
渡
し
、返
書
を
も
ら
っ
て
帰

国
。約
４
千
人
、４
㎞
の
行
列
を
見
る
た
め
、多

く
の
人
が
集
ま
っ
た
。費
用
は
徳
川
幕
府
が
負

担
し
た
。清
見
寺
に
は
、数
多
く
の
通
信
使
の

詩
文
や
扁
額
が
残
っ
て
お
り
、文
化
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
って
い
る
。

　

明
治
維
新
の
書
契
で
、日
本
は
天
皇
を
朝

鮮
国
王
よ
り
も
一
段
上
に
置
い
た
た
め
、対
等

を
要
求
し
た
朝
鮮
と
の
交
隣
関
係
は
崩
れ
、１

９
１
０
年
に
は
日
本
の
朝
鮮
侵
略
で
植
民
地

に
。終
戦
の
20
年
後
、１
９
６
５
年
に
韓
日
基

本
条
約
が
結
ば
れ
て
国
交
が
再
開
し
た
。

　

現
在
、韓
日
の
間
を
１
日
１
万
人
以
上
の
人

が
往
来
す
る
。し
か
し
、両
国
の
首
脳
は
、お
互

い
に
顔
を
背
い
て
い
る
。倭
寇
の
略
奪
の
時
代
を

共
存
の
時
代
に
、秀
吉
の
戦
争
の
時
代
を
平
和

の
時
代
に
変
え
た
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
今
一
度
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
」。

　

討
論
で
の
意
見
要
旨
は
次
の
通
り
。

德
川
●
日
本
郵
船
で

日
本
初
の
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
担
当
し

た
後
、韓
国
か
ら
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
説

明
に
来
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
り
、１
カ
月
間
、

韓
国
に
滞
在
し
た
。家
康
公
の
子
孫
と
し
て

温
か
い
歓
迎
を
受
け
、た
く
さ
ん
の
友
人
が
で

き
た
。歴
史
的
に
も
近
い
関
係
に
あ
る
両
国
の

大
統
領
と
総
理
大
臣
が
目
線
を
合
わ
せ
な
い

の
は
誠
に
シ
ェ
イ
ム
。家
康
公
も
国
交
回
復
に

苦
労
さ
れ
た
。お
互
い
の
心
を
解
く
た
め
に
形

に
表
し
た
何
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

日
朝
の
文
化
交
流
が
行
わ
れ
た
由
緒
あ
る
静

岡
で
、文
化
交
流
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

岩
崎
●
日
本
の
国
情

把
握
と
国
威
発
揚
の

た
め
、朝
鮮
通
信
使
は

国
王
か
ら「
日
本
人
と

の
漢
詩
の
唱
和
」の
特

命
を
受
け
た
。漢
詩
の
唱
和
は
、原
作
の
韻
字

を
原
作
と
同
じ
順
序
で
用
い
る
次
韻
の
形
式

で
行
わ
れ
た
。清
見
寺
に
は
、明
暦
の
通
信
使

が
賦
し
た
漢
詩
に
、正
徳
の
通
信
使
や
明
和
の

通
信
使
が
次
韻
し
た
漢
詩
が
残
さ
れ
、さ
ら

に
大
正
時
代
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
。駿
府

の
詩
人
で
医
者
、徳
田
飲
龍・見
龍
は
父
子
と

も
に
青
年
期
に
朝
鮮
通
信
使
と
の
唱
和
を
果

た
し
て
い
る
。朝
鮮
通
信
使
は
、過
去
の
こ
と
を

現
在
に
伝
え
、さ
ら
に
未
来
へつ
な
い
で
い
く
方

法
で
、東
海
道
に
様
々
な
文
化
を
遺
し
て
い
る
。

金
●
徳
川
幕
府
が
２

６
５
年
間
、隣
国
の
朝

鮮
王
朝
と
の
平
和
な

時
代
を
築
い
た
の
は
、

世
界
に
も
稀
な
例
だ
。

そ
の
平
和
を
築
い
た
朝
鮮
通
信
使
を
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
に
登
録
し
、世
界
に
発
信
し
よ
う

と
６
月
16
日
、韓
国
で
委
員
会
が
発
足
し
た
。

家
康
と
松
雲
大
師
の
出
会
い
が
朝
鮮
通
信
使

を
生
ん
だ
が
、私
が「
秀
吉
の
武
力
外
交
、家

康
の
平
和
外
交
」と
い
う
言
葉
を
初
め
て
見
た

の
は
１
９
５
５
年
、神
田
の
古
書
店
だ
っ
た
。１

９
８
７
年
に
清
見
寺
を
訪
ね
た
時
、扁
額
の
意

味
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。優
れ
た
歴
史
が

消
さ
れ
て
い
た
。朝
鮮
通
信
使
の
世
界
遺
産

登
録
は
日
韓
両
国
の
共
同
作
業
で
あ
る
べ
き
。

静
岡
は
傍
観
者
的
立
場
で
よ
い
の
か
？

（
文
責・静
岡
商
工
会
議
所 

企
画
広
報
室
）

韓
日
間
の
交
流
拡
大
と
平
和
増
進
の
た
め

の
朝
鮮
通
信
使
の
役
割

心
を
解
く
た
め
の
文
化
交
流
を
静
岡
で

孫承喆 氏

德川恒孝 氏岩崎鐵志 氏

金両基 氏

ソ
ン
ウ
ン

写真撮影：望月英克



　

徳
川
み
ら
い
学
会
の
第
３
回
講
演

会
を
７
月
５
日
㈯
、静
岡
市
民
文
化

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。講
演
会
の

講
師
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教

授
の
山
本
博
文
氏
。武
家
政
権
に
も

か
か
わ
ら
ず
、な
ぜ
徳
川
時
代
は
長
い

平
和
を
実
現
で
き
た
の
か
、徳
川
時

代
の「
武
威
」を
基
軸
に
語
って
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

戦
場
で
勇
敢
に
戦
う
こ
と
を
重
視

し
、国
家
の
支
配
理
念
を「
武
篇
道
」

に
お
い
た
織
田
信
長
は
、天
下
を
ほ
ぼ

統
一
し
た
後
も
戦
い
を
や
め
ず
明
征

服
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
豊
臣
秀
吉
も
朝
鮮
に
出
兵
し
ま

し
た
が
、こ
の
軍
事
的
な
威
信
が
家
臣

団
を
惹
き
つ
け
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
を
継
い
だ
徳
川
家
康
も
、

「
武
威
」を
根
幹
と
し
た
支
配
統
治
を

行
い
ま
し
た
が
、周
辺
諸
国
と
の
関
係

修
復
に
努
め
、明
や
朝
鮮
と
の
国
交
回

復
の
ほ
か
、オ
ラ
ン
ダ・ス
ペ
イ
ン
と
の
貿

易
を
開
始
し
ま
す
。ま
た
キ
リ
ス
ト

教
が
広
ま
る
と
臣
下
が
自
分
の
言
う

こ
と
を
聞
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
感

じ
、キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
禁
止
も
行
い

ま
し
た
。そ
の
後
の
秀
忠・家
光
の
方

針
も
変
わ
ら
ず
、最
終
的
に
は
鎖
国

体
制
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。幕
府
は
、海
外
と
の
通
商
を
制
限

す
る
こ
と
や
、将
軍
の
権
威
を
守
る
た

め
紛
争
が
で
き
る
だ
け
起
こ
ら
な
い
よ

う
な
態
勢
を
と
って
い
き
ま
し
た
。

　　

そ
の
後
、中
国
で
は
南
下
し
て
き
た

清
に
対
抗
す
る
明
の
遺
臣
が
、幕
府
に

対
し
て
軍
事
支
援（
乞
師・き
っ
し
）を

徳
川
み
ら
い
学
会
第
３
回
講
演
会

個人・法人会員を随時募集しています。皆さまのご入会をお待ちしております。
〈お問い合わせ〉 徳川みらい学会事務局　〈ＴＥＬ〉 ２８４-９６６０　〈Ｈ　Ｐ〉　徳川みらい学会　検索

求
め
て
き
ま
し
た
。各
国
大
名
に
は

武
士
で
あ
る
以
上
出
陣
希
望
を
出
す

と
い
う
、戦
い
に
対
し
て
拒
否
で
き
な

い「
武
威
」が
あ
っ
た
の
で
す
が
、幕
府

は
理
由
を
つ
け
て
乞
師
の
謝
絶
を
行

い
ま
し
た
。つ
ま
り
、幕
府
は
武
威
を

大
事
に
し
、武
威
と
い
う
建
前
だ
け
は

守
っ
て
い
る
が
、実
質
的
に
は
出
来
る

だ
け
紛
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
動

き
を
と
り
、負
け
て
恥
を
か
か
な
い
こ

と
を
追
求
す
る
よ
う
な
国
家
体
制
に

な
って
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、18
世
紀
以
降
建
前
の「
武

威
」が
崩
れ
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ

り
ま
す
。ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
際
に
は

本
来
で
あ
れ
ば
打
ち
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、戦
い
を
挑
め

ば
負
け
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
た

め
、避
戦
政
策
と
し
て
屈
辱
的
に
開

国
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。国
内
で
は

事
態
の
説
明
が
つ
か
ず
、つ
い
に
は
政

権
の
座
か
ら
降
り
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、「
武
威
」と
い
う
建
前
が
あ
っ
た

こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
し
た
。

　

２
６
５
年
に
及
ぶ
平
和
な
時
代
は
、

「
武
威
」を
守
ろ
う
と
す
る
に
は
戦
わ

な
い
こ
と
が
一
番
だ
と
い
う
逆
説
が
成

立
し
た
結
果
で
し
た
。そ
の
中
で
国
内

産
業
は
発
達
し
、外
国
と
の
戦
争
に
よ

る
お
金
の
浪
費
も
な
く
、国
富
が
蓄
積

さ
れ
、民
衆
も
安
定
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
徳
川
時
代
の『
武
威
』と『
平
和
』」

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授　

山
本
博
文
氏

信
長
と
秀
吉
の
時
代
の

支
配
理
念

「
武
威
」と「
平
和
」

徳
川
３
代
の
対
外
政
策

建
前
と
な
っ
た「
武
威
」



　

当
社
は
、わ
さ
び
漬
け・わ
さ
び
関
連
商
品
の
製
造
販

売
で
創
業
以
来
１
３
０
年
余
の
歴
史
を
重
ね
て
お
り
、時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品

開
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
静
岡
商
工

会
議
所
か
ら「
徳
川
家
康
公

が
好
ん
だ『
山
葵（
わ
さ
び
）』

を
使
っ
た
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
な
い
か
」と
の

お
誘
い
が
あ
り
、フ
ー
ド
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
松
本
侑
己
先
生

に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

㈲
秋
月
堂
さ
ん
と
と
も
に
１

年
半
か
け
て『
家
康
秘
宝
伝

説
』を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　
「
家
康
公
は
世
界 

一 

の
金

持
ち
」と
い
う
埋
蔵
金
伝
説
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、

玉
手
箱
に
見
立
て
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
、山
葵
の
様
々
な
味

わ
い
を
楽
し
め
る「
わ
さ
び
味
噌
：
安
倍
金
山
の
金
塊

を
山
葵
と
金
山
寺
味
噌
で
表
現
」「
山
葵
サ
ブ
レ
：
駿

河
小
判
を
か
た
ど
り
、さ
わ
や
か
な
辛
さ
」「
山
葵
餡
：

山
葵
色
の
甘
味
。サ
ブ
レ
に
つ
け
て
も
美
味
」の
３
商
品

と
本
山
茶
を
納
め
た
、ス
ペ
シ
ャ
ル
な
お
み
や
げ
で
す
。

　

他
社
さ
ん
と 

一 

緒
の
商
品
開
発
は
初
め
て
の
経
験
で
、

試
作
を
繰
り
返
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、賞
味
期
限
や

在
庫
管
理
で
も
細
か
い
調
整
が
必
要
で
し
た
が
、第
54

回（
平
成
25
年
度
）全
国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
で

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、高
い
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
み
や
げ
に
は
、地
域
の
歴
史
と
文
化
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。私
た
ち
は
、わ
さ
び
漬
、安
倍
川
餅
、伝
統
工
芸
品

な
ど
、家
康
公
が
築
い
た
駿
府
の
文
化
の
恩
恵
を
受
け
て

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、お
み
や
げ
を
通
し
て
、静
岡
の

歴
史
と
文
化
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

わ
た
し
の
商
工
会
議
所

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

活活活
用用用
法法法

活
用
法

商工会議所の応援で、
家康公の歴史と文化が詰まった
スペシャルなおみやげを開発

望月啓行さん

ひ ろ ゆ き

株式会社 田丸屋本店
代表取締役社長

http://www.tamaruya.co.jp

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、売
れ
る
商
品
づ

く
り
を
目
指
し
、個
性
あ
ふ
れ
る
商
品
開

発
に
取
り
組
む
事
業
所
の
皆
様
を
支
援
し

て
お
り
、①
個
別
商
談
会
や
各
種
展
示
会

の
情
報
提
供
な
ど
の
販
路
開
拓
支
援
、②

商
品
パッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
支
援
、③

専
門
家
に
よ
る
商
品
力
向
上
の
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
、④
静
岡
商
工
会
議
所
の
広
報
誌

に
よ
る
広
報
支
援
、⑤
地
元
メ
デ
ィ
ア
等
の

広
報
支
援
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
第
55
回
全
国
推
奨
観
光
土
産

品
審
査
会
』へ
の
出
品
者
も
募
集
中（
募
集

期
限
９
月
19
日
）。審
査
に
合
格
し
た
商
品

は
、推
奨
品
シ
ー
ル（
有
効
期
間
２
年
間
）を

貼
付
で
き
る
ほ
か
、優
秀
な
商
品
に
は
厚
生

労
働
大
臣
賞
な
ど
が
授
与
さ
れ
、旅
フ
ェ
ア

な
ど
全
国
に
情
報
を
発
信
で
き
ま
す
。

経営支援課・マーケティング担当

商工会議所担当者から一言

TEL054-253-5113（静岡）
TEL054-353-3401（清水）

「家康秘宝伝説」２４００円（税別）。
（株）田丸屋本店の紺屋町店、パルシェ店、楽天市場店で販売中。

安倍金山の金塊を表現した、わさび味噌 駿河小判をかたどった山葵サブレは
山葵餡をつけて

個
性
あ
ふ
れ
る
商
品
開
発

に
取
り
組
む
企
業
を
支
援

小澤美穂子 望月紀之子

望月一樹 大石未緒

金沢肇



　

建
設
工
事
を
請
け
負
う
際
、必
ず
し
も
建

設
業
許
可
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。基
本
的
に
は
工
事
の
請
負
金
額
に
よ
って

判
断
し
ま
す
が
、将
来
的
な
事
業
の
拡
大
や
現

在
の
受
注
環
境
を
判
断
材
料
に
検
討
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
、工
事
発
注
者
や
取
引
金
融

機
関
か
ら
の
要
請
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。ま
ず
は
建
設
業
許
可
の
基
本
的
な
内
容

を
以
下
で
説
明
し
ま
す
。

　

建
設
業
許
可
に
は
大
臣
許
可
と
知
事
許
可

の
２
種
類
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
特
定
許
可
と 

一 

般
許
可
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。ま
た
工
事
内

容
に
よ
り
区
分
は
細
分
さ
れ
、現
在
は
28
業
種

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
１
件
の
請
負
金
額
が
消
費
税
込
み
で

５
０
０
万
円
未
満（
建
築 

一 

式
工
事
は
１
５
０
０

万
円
未
満
ま
た
は
延
べ
面
積
１
５
０
㎡
未
満
の

木
造
住
宅
工
事
）の
場
合
に
は
許
可
を
受
け
な

く
て
も
建
設
工
事
を
請
け
負
う
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、こ
れ
を
超
え
る
建
設
工
事
を
請
け
負

う
場
合
に
は
工
事
内
容
に
応
じ
た
業
種
の
許

可
を
取
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
業
種
に
つい
て
は
特
に
誤
解
が
多
い
と
こ

ろ
で
、当
初
取
得
を
希
望
し
て
い
た
業
種
と
実

際
に
申
請
し
た
業
種
が
違
う
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、建
築 

一 
式
工
事
業
の
許
可

を
持
っ
て
い
れ
ば
大
工
や
内
装
な
ど
の
専
門
工

事
も
請
け
負
う
こ
と
が
で
き
る
と
誤
解
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、個
別
に

専
門
の
工
事
業
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

後
か
ら
業
種
を
追
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
時
間
と
費
用
の
ロ
ス
に
な
り
ま
す
し
、許
可

が
下
り
る
ま
で
に
受
注
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、最
初
の
段
階
で
慎
重

に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
た
に
建
設
業
許
可
の
取
得
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、い
く
つ
も
の
許
可
要
件
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
二
つ
の
要

入
企
業
に
対
し
て
加
入
指
導
を
強
化
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
今
年
の
５
月
に
は「
平
成
26
年

８
月
以
降
に
入
札
手
続
を
開
始
す
る
国
交
省

直
轄
工
事
で
は
社
会
保
険
等
未
加
入
企
業
は

元
請・ 一 

次
下
請
に
な
れ
ま
せ
ん
！
」と
通
知
を

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
静
岡
県
の
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格

審
査
に
お
い
て
も
、今
年
の
11
月
頃
か
ら
受
付

が
始
ま
る
平
成
27・28
年
度
の
定
期
申
請
か
ら

社
会
保
険
等
未
加
入
者
の
申
請
は
受
け
付
け

な
い
、と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

件
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。

★
経
営
業
務
の
管
理
責
任
者

　

法
人
の
場
合
に
は
常
勤
役
員
の
う
ち
の 

一 

人

が
、個
人
事
業
の
場
合
に
は
事
業
主
ま
た
は
そ

の
支
配
人
が
経
営
業
務
の
管
理
責
任
者
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。こ
の

要
件
と
は
、簡
潔
に
言
え
ば
建
設
業
を
営
ん
で

い
た
法
人
の
役
員
、ま
た
は
個
人
事
業
主
で

あ
っ
た
経
験
を
指
し
、規
定
の
年
数
を
証
明
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

★
営
業
所
の
専
任
技
術
者

　

営
業
所
に
専
任
の
技
術
者
を
置
く
こ
と
が

必
要
で
す
。必
ず
し
も
法
人
の
役
員
や
個
人
事

業
主
で
あ
る
必
要
は
な
く
、社
員
で
も
構
い
ま

せ
ん
。こ
の
要
件
と
し
て
は
、取
得
を
希
望
す
る

業
種
に
対
応
す
る
資
格
を
取
得
し
て
い
る
か
、

そ
の
業
種
の
実
務
経
験
を
規
定
の
年
数
有
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

国
土
交
通
省
は
平
成
29
年
度
を
目
途
に
企

業
単
位
に
お
け
る
許
可
業
者
の
社
会
保
険
加

入
率
１
０
０
％
を
目
指
す
方
針
を
掲
げ
、未
加

行政書士　赤木事務所

赤木大輔 さん

誌 上

経営
相　談

取
得
を
希
望
す
る
業
種
の
選
択
に
は
十
分
な
検
討
が
必
要

公
共
工
事
の
入
札
参
加
に
は
社
会
保
険
へ
の
加
入
が
必
須
と
な
る
流
れ

建
設
業
を
営
む
に
は
、建
設
業
の
許
可
を
取
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

回 答

POINT建
設
業
許
可
の
取
得

建
設
業
許
可
と
は

社
会
保
険
未
加
入
問
題

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、許
認
可・著
作
権
に

関
す
る
個
別
相
談（
無
料
）に
応
じ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、中
小
企
業
相
談
所

静
岡
支
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４ ‐

 

２
５
３ ‐

 

５
１
１
３

清
水
支
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４ ‐

 

３
５
３ ‐

 

３
４
０
１

へ
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



　

経
営
上
の
問
題
点
に
対
す
る
対
応
策
の
第

１
位
は
、前
年
度
第
２
位
の「
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
」で
、７
８
．６
％（
前
年
度
８
４
．０
％
）を

占
め
た
。そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、﹇
鮮

度
チ
ェッ
ク
の
徹
底
﹈、﹇
惣
菜
部
門
の
強
化
﹈、

﹇
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
﹈、﹇
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
﹈、﹇
支
払
方
法
の
多
様
化
﹈の
取

り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
た
。こ
れ
ら
以
外
に
は
、

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
変
更
、産
地
表
示

の
徹
底
、公
共
料
金
の
支
払
い
受
付
、イ
ベ
ン

ト
の
強
化
等
と
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
２
番
目
の
対
応
策
は「
経
費
削
減
の
推
進
」

平
成
2626
年
度
年
度 

食
品
ス

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
結
果

ケ
ッ
ト
調
査
結
果

平
成
26
年
度 

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
結
果

　

現
在
、表
面
化
し
て
い
る
経
営
上
の
問
題

は
、平
成
13
年
度
か
ら
連
続
し
て「
価
格
競

争
の
激
化
」が
第
１
位
で
、６
５
．７
％
を
占
め

た
。続
い
て「
近
隣
へ
の
同
業
店
の
進
出
」

４
５
．７
％
、「
他
業
種（
コ
ン
ビ
ニ
、ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
）と
の
競
合
」

静
岡
市
内
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
現
況
把
握
の
た
め
、前
年
度
の
調
査
内

容
を
見
直
し
、本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
と
そ
の
対
応
等

を
新
た
に
調
査
項
目
に
加
え
、実
態
調
査

を
実
施
し
た
。

〔
協
力
：
静
岡
大
型
店・ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
連
絡
会
〕

◇
調
査
時
期　

平
成
26
年
７
月

◇
調
査
対
象　

静
岡
市
内
に
店
舗
を
お
く

　

食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

１
０
５
店

　
〔※

売
場
面
積
２
５
０
㎡
以
上
の
店
舗
〕

◇
調
査
方
法　
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

◇
回
答
店
舗
70
店（
回
答
率
６
６
．７
％
）

表面化している経営上の問題（上位3つまで・複数回答）

割合
(％)

78.6

75.7

50.0

対応策の内容

サービスの見直し

経費削減の推進
プライベートブランド
商品の充実

経営上の問題点に対する対応策(複数回答)

順位 割合(％)

１

２

3

4

53.0

28.8

16.7

12.1

対応策の内容

鮮度チェックの徹底

惣菜部門の強化

宅配サービスの実施

ポイントサービスの
導入

5 7.6支払方法の多様化

サービス見直しの
具体的内容(複数回答)

順　位
平成26年度 平成25年度
１
２
３
４
５
6
７
7
9
9

１
2
5
4
9
7
3
6
7
10

65.7
45.7
44.3
38.6
25.7
17.1
14.3
14.3
12.9
12.9

問題の内容 割合
(％)

価格競争の激化
近隣への同業店の進出
他業種（コンビニ、ドラッグストア、ホームセンター等）との競合
人件費の増加
店舗の老朽化
消費者ニーズの変化
客単価の低下・低迷
顧客の他地域への流出
駐車場の確保難
仕入コストの上昇

順　位
平成26年度 平成25年度

１

２

３

2

1

4

47.1

28.6

7.1

仕入調達の見直し

他社との価格比較の徹底

その他の対応策

４

５

6

3

5

6

経
営
上
の
最
大
の
問
題
は
、14 
年
連
続
で「
価
格
競
争
の
激
化
」

　

経
営
上
の
問
題
点

　

に
対
す
る
対
応
策

　

表
面
化
し
て
い
る

　

経
営
上
の
問
題

▲写真協力：しずてつストア千代田店

（表1）

（表2-①）（表2-②）

４
４
．３
％
の
順
と
な
って
い
る
。

　

ま
た
、「
人
件
費
の
増
加
」も
３
８
．６
％
を

占
め
、収
益・採
算
性
を
圧
迫
す
る
一
因
に

な
って
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
一
方
、前
年
度
調
査
で
第
３
位
だ
っ
た「
客

単
価
の
低
下・低
迷
」は
本
年
度
は
第
７
位

に
後
退
し
、デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
つつ
あ
る
影

響
と
思
わ
れ
る
。　　
　
　
　
　
　
（
表
１
）

が
７
５
．７
％（
前
年
度
８
８
．９
％
で
第
１
位
）、

続
い
て「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
充

実
」５
０
．０
％（
前
年
度
３
４
．６
％
）、「
仕
入

調
達
の
見
直
し
」４
７
．１
％（
前
年
度
７
０
．４

％
）、「
他
社
と
の
価
格
比
較
の
徹
底
」２
８
．６

％（
前
年
度
３
３
．３
％
）と
な
っ
て
お
り
、前
年

度
と
優
先
順
位
が
異
な
っ
た
。（
表
２-

①・②
）



　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
売
上
高
への

影
響（
４
〜
６
月
期
の
対
前
年
比
）に
つ
い
て

は「
減
少
」４
８
．５
％
、「
変
わ
ら
な
い
」３
４
．

８
％
、「
増
加
」１
６
．７
％
で
あ
り
、影
響
は

半
々
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。　
（
表
５-

①
）

　

来
店
客
数
へ
の
影
響
は「
変
わ
ら
な
い
」

４
８
．５
％
、「
減
少
」４
２
．４
％
、「
増
加
」

９
．１
％
で
あ
り
、６
割
弱
は
悪
影
響
が
出
て

い
な
い
回
答
で
あ
っ
た
。　　　
（
表
５-

②
）

　

消
費
増
税
へ
の
対
応
策
と
し
て
は「
新
商

品・サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」が
５
１
．４
％
と
最
も

多
く
、次
い
で「
人
件
費
以
外
の
経
費
削
減
」

３
１
．４
％
、「
価
格
の
値
下
げ
」２
２
．９
％
、

「
人
件
費
の
削
減
」１
２
．９
％
、「
そ
の
他
」

１
０
．０
％
の
順
で
あ
っ
た
。そ
の
他
の
内
容
と

し
て
は「
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
増
加
」、「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
構
成
比
を
上
げ

る
」等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。　
（
表
５-

③
）

　

価
格
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
は「
税
抜
き

価
格
」が
５
０
．０
％
と
半
数
を
占
め
、次
に

「
両
価
格
表
示（
併
記
）」の
４
５
．７
％
で
、

「
税
込
み
価
格（
総
額
）」は
僅
か
４
．３
％
に

と
ど
ま
って
い
る
。　　
　
　
　
　
（
表
５-

④
）

　

消
費
税
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
に
つ
い
て

は「
一
部
据
え
置
き
」４
５
．７
％
、「
据
え
置

東海地震に備えた災害対策(複数回答)

順位

１

２

3

４

5

6

7

割合(％)

72.9

34.3

30.0

25.7

24.3

10.0

2.9

取り組みの内容

被災時対応マニュアルの作成

避難誘導案内の設置

ＢＣＰ（事業継続計画）の策定

避難施設の設置、避難場所の確保

飲食料品の備蓄

特になし

その他

売上高への影響
割合(％)売上高の増減

減　少
変わらない
増　加

増税への対応策(複数回答)

割合(％)

51.4

対応策の内容

新商品・サービス
の提供

31.4人件費以外の
経費削減

22.9

12.9

10.0

価格の値下げ

人件費の削減

その他

来店客数への影響
割合(％)来店客数の増減

変わらない
減　少
増　加

価格表示方法
割合(％)表示内容

税抜き価格
両価格表示（併記）
税込み価格（総額）

販売価格への転嫁
割合(％)

48.5
34.8
16.7

48.5
42.4
9.1

50.0
45.7
4.3

45.7
40.0
14.3

価格への転嫁
一部据え置き
据え置き
引き上げ

福祉・高齢者対策への取り組み(複数回答)

順位

１

２

3

４

5

6

7

割合(％)

71.4

68.6

57.1

37.1

24.3

18.6

17.1

取り組みの内容

身障者・高齢者専用駐車場の設置

身障者・高齢者専用トイレの設置

車イスの設置、通路の確保

呼び出し用ブザー等の取付

宅配サービス

身障者・高齢者への割引・特典の付与

入口の工夫（スロープなどの設置）

　

福
祉・高
齢
者
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は「
身
障
者・高
齢
者
専
用
駐
車

場
の
設
置
」が
７
１
．４
％
で
最
も
多
く
、次
い

で「
身
障
者・高
齢
者
専
用
ト
イ
レ
の
設
置
」

が
６
８
．６
％
、「
車
イ
ス
の
設
置
、通
路
の
確

保
」が
５
７
．１
％
、「
呼
び
出
し
用
ブ
ザ
ー
等

の
取
付
」が
３
７
．１
％
、「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」が

２
４
．３
％
、「
身
障
者
・
高
齢
者
へ
の
割
引
・

特
典
の
付
与
」が
１
８
．６
％
、「
入
口
の
工
夫

（
ス
ロ
ー
プ
な
ど
の
設
置
）」が
１
７
．１
％
と

な
って
い
る
。　　
　
　
　
　
　　
（
表
３
）

き
」４
０
．０
％
、「
引
き
上
げ
」１
４
．３
％
と

な
っ
て
お
り
、

８
割
を
超
え

る
店
舗
で
消

費
者
の
購
買

意
欲
を
減
少

さ
せ
な
い
た

め
の
対
応
を

し
て
い
る
。

（
表
５-

⑤
）

　

近
く
想
定
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
被
災
時

に
お
け
る
災
害
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は「
被
災
時
対
応
マニュア
ル
の
作
成
」が
７
２
．

９
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
避
難
誘
導
案
内

の
設
置
」３
４
．３
％
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計

画
）の
策
定
」３
０
．０
％
、「
避
難
施
設
の
設

置
、避
難
場
所
の
確
保
」２
５
．７
％
、「
飲
食

料
品
の
備
蓄
」２
４
．３
％
の
順
と
な
って
い
る
。

　

な
お
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
前
年
度
の
１
６
．０

％
か
ら
倍
増
し
た
が
、ま
だ
３
割
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、依
然
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
と
し
て
は「
月
２
回
以
上
の
防
災

訓
練
の
実
施
」が
挙
げ
ら
れ
た
。　
（
表
４
）

　

福
祉
・
高
齢
者
対
策

　

へ
の
取
り
組
み

　

東
海
地
震
に
備
え
た

　

災
害
対
策

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
の

　

影
響
と
対
応
等

▲写真協力：しずてつストア千代田店

（表3）

（表4）

（表5-①）

（表5-②）

（表5-④） （表5-③）

（表5-⑤）



静岡市清水区真砂町2-35 （JR清水駅前）　☎054-367-1201㈹

駅弁の
ご注文は・ご予約は

TEL.054-287-5171
FAX.054-287-5172

東海軒 検  索

弁当一筋百十余年 東海軒の味、静岡の味を
この先も提供してまいります。

静岡名産「元祖鯛飯」 茶めし弁当 富士の味覚

組合の融資事業協同組合による融資事業をご存知ですか？

事業を始めたばかりでも対象となりますか？
始めたばかりの方も、これから事業を始める方も対象になります。
事業計画などをお聞かせ下さい。

不動産を持っていないのですが…
200万円以下なら信用取引（無担保取引）が可能です。
又、第三者所有の担保提供による取引も扱っております。

急に資金が必要になったのですが…
まず、お問い合わせください。条件が整えば5日以内の融資実
行も可能です。

ちゅう すん

静岡市清水区本郷町５番１３号　中駿ビル１F
TEL054－365－3456

昭和27年創立

／イハラグループ

事業主の皆さまへ ご協力のお願い

求人のお申込み・お問い合わせについては…

マザーズハローワーク静岡 求人部門まで （TEL：238-8604）

仕事と子育ての両立を考えている方の登録や、
求人情報の提供等を行う「マザーズハローワーク」が
今年8月に開設されました。

就職意欲の高いママが求人募集を待ち望んでいます！
事業主の皆さま方のご理解とご協力をお願い致します。

登録者の多くは…
・子育て中の２０代から４０代の女性
・資格やキャリアがあり即戦力として働ける女性 など

働きたい子育て中のママが多くいます！



只今、会員募集キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介下さい。ご紹介いただいた方に、
もれなく図書カードをプレゼント致します。

代表者名 所　在　地 事業内容

新 会 員 ご 紹 介 平成２6年5月1日～6月30日の間でご加入された事業所です。
（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

鈴木　崇司
鶴見　剛
石川　哲子
井上　隆司
岩﨑　隆男
廣住　和良
杉本　祐美子
大高　一彦
望月　敏雄
鈴木　匠
工島　静子
梅原　薫
望月　康浩
増田　宗春
増田　健司
小沢　美彦
アサディ　みわ
石間　元春
村上　悦子
杉田　敦哉
大野　仁志
堀江　幸雄
森下　千束
鈴木　敦子
新間　和行
平野　好隆
佐野　政二
望月　泉
長谷川　真己
平野　一雄
鈴木　千洋
村上　和久
寺田　豊
大木　昭
岡本　真吾
西村　勉
鈴木　真一
杉山　貴英
安本　稔
大薗　学
西山　均
片平　毅
桑原　祐介
豊島　亘
藤井　結香
森下　佳洋
田向　義和
村山　拓也
吉江　一敏
角田　美知子
原口　幸司
庄司　匡希
水上　恵
手塚　昌幸
大滝　真吾
天野　洋平
稲垣　修一

建築業
塗装工事業
建設業
上下水道用鋳鉄製品　電気通信用樹脂製品　
不動産賃貸業
プランニング、クリエイティブ、メディア
シリコンバンド販売
製茶業
大工工事業
飲食業
食品販売
住宅の新築、リフォーム、耐震補強工事、外溝工事
介護用品の販売・レンタル
イベント企画
工業製品の輸出入、加工、請負
木造建築
イスラム圏進出コンサルタント
美容院の経営
宝石、貴金属及び装身具の小売
グラフィックデザイン
写真機材販売、各種撮影、ＤＰＥ、ギャラリー運営
洋食店
内外装仕上工事
雛小道具製造
ラーメン店
設備工事、産業廃棄物収集運搬
土木工事請負、産業廃棄物処理
ペット美容、トリミング、ホテル
一般建築・各種リフォーム 不動産売買及管理業務
とび・土木工事
電気・機械製品の開発および販売
アクセス解析、分析
イタリアンレストラン
建設揚重業　クレーン業務全般
一般貨物運送業
清水地域におけるサッカー競技等の普及及び振興
板金工事業
レンタルカート場の運営
そば商
外構工事、土間工事
警備業
システム開発
コンサルタント業
美容業
スナック
宅地建物取引業　ファイナンシャルプランナー
店舗内装、名刺、チラシ、カタログ、カード、ＷＥＢ、雑貨、インテリアデザイン
カフェダイニング
整骨院、整体院向けの患者管理システムの販売
スナック
配管工事業
洋菓子製造販売
レストラン
フリーペーパー発刊
しろあり、害虫駆除、防除
ラーメン店
電気工事業

静岡市葵区瀬名3-41-12-A102
静岡市駿河区下川原4-6-10
静岡市葵区三番町12-7
静岡市葵区東千代田3-8-33
静岡市駿河区池田226-4
静岡市葵区通車町7-6
静岡市葵区常磐町1-4-12 第一ヨシコン常磐町ビル２Ｆ
静岡市駿河区丸子7236
静岡市葵区古庄5-5-9
静岡市葵区紺屋町6-10　大石ビル１Ｆ
静岡市葵区郷島220-1
静岡市駿河区中野新田297-2
静岡市葵区瀬名6-34-24 リヴェール瀬名Ａ101号
静岡市葵区二番町2-1
静岡市葵区北安東4-22-5
静岡市葵区松富4-1-15－2
静岡市葵区北安東1-30-12
静岡市葵区新通1-2-12
静岡市葵区呉服町2-5-11
静岡市葵区追手町4-16 静岡市クリエーター支援センター ２Ｇ
静岡市葵区駿府町1-46
静岡市葵区伝馬町8-13－2F
静岡市葵区南沼上3-21-38
静岡市葵区与一1-3-3
静岡市駿河区東新田2-16-35－101
静岡市駿河区丸子3533-12
静岡市葵区大岩4-23-8
静岡市駿河区小黒1-10-1
静岡市清水区蒲原1-7-3－1号
静岡市清水区富士見町4-12
静岡市清水区下野緑町17-12
静岡市葵区紺屋町8-12 金清軒ビル３階
静岡市駿河区高松3093-33－2F
静岡市清水区石川18-9
静岡市清水区横砂中町20-11 パティオB202
静岡市清水区清開2-1-1 清水総合運動場体育館内
牧之原市静波1265-2
静岡市清水区駒越東町9-8
静岡市駿河区見瀬264-3
静岡市葵区本通10-52-14
静岡市葵区紺屋町17-1
静岡市清水区庵原町143-18
静岡市葵区御幸町11-8 山口駅前ビル2F
静岡市葵区城北2-10-1
静岡市清水区銀座14-1
静岡市駿河区大和2-1-15
静岡市葵区七間町18-10 北村ビル3F北
静岡市葵区両替町2-4-9 フィエスタ両替町３Ｆ
静岡市葵区駒形通2-1-17-302
静岡市清水区巴町10-29
焼津市大村3-18-11
静岡市葵区二番町4-10 サンシャイン二番町103
静岡市清水区旭町4-11 宮壱番館1F
静岡市葵区千代田7-9-38
静岡市清水区村松165-9
静岡市清水区入江3-8-16
静岡市葵区千代田1-1-34

事業所名
大蓮工業
アサヒペイント
㈲Ｍ．Ｐ．バンク
日之出水道機器㈱ 静岡営業所
㈱ティーアイ・エステート
㈱ディスタンス・インターナショナル
㈱ＤＩＯＬＩＮＯ ＪＡＰＡＮ
大高茶園
望月建築
ＫＮＯＣＫ
ヤーコン菜茶
㈱住家
㈱Ｐｌｕｓ-ｏｎｅ
㈱アクアタイム
㈱ＨＴテック
小澤建工
アイ・ソリューションズ
㈱ｅ－ｔｈｒｅｅ
㈱ＬＩＥＮ
デザイン事務所タングラム
大野カメラ店
Ｈａｎａｋａｈｉ
㈲森下建装
鈴木　敦子
麺屋 八丸
㈲平野設備
㈲アズマ工業
愛犬の美容室わんだふる・わーるど
建築工房暖㈲
㈲平野潜水工業所
ｔｒａｎｓｔａｇｅ㈱
アナライズネット
ＴＥＲＲＡ・ＣＯＳＴＡ
㈱大木リース
㈱新吾運輸
特定非営利活動法人清水サッカー協会
鈴木板金
㈱ネロ
そば茶や 楽亭
ガーデンクローバー
ＡＬＳＯＫ駿河㈱
㈱ティーケーシステム
ワークイズ
ｐｅｔｉｔ ｂｏｎｈｅｕｒ
コックピット
㈱ｍｙ不動産総合サポート
アニマルデザイン
Ｃａｆｅ Ｄｉｎｉｎｇ ＣＲＥＡＭ
（同）ニーズプラス
小径
㈱ヴィヴレ
Ｐｏｒｏｎ
いつもの店で
特定非営利活動法人地域医療を考える会
寿化成
麺や厨
修電設



昼食付感謝企画
キャディ付４バック１Ｒ料金を表示しています

9月 5日（金）・9日（火）～12日（金）
9月15日（月祝）・23日（火祝）
10月 7日（火）～10日（金）
10月13日（月祝）

昼食付 11,800円
昼食付 16,660円
昼食付 12,880円
昼食付 16,660円

9月 2日（火）～ 4日（木）・30日（火）
10月 1日（水）～ 3日（金）
10月28日（火）～31日（金）

10,720円
10,720円
10,720円

感謝デー10，720円

オープンコンペ
☆清酒喜平杯　9月5日（金）  キャディ付・昼食付 11,800円
※参加費なし・Ｗペリア方式　優勝・２位・３位・飛び賞

菊川カントリークラブ
TEL0537-36-1171

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

9月22日㈪ 13：30～
TEL054-253-5113
9月24日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

〒421-1213
静岡市葵区山崎2丁目35-33
TEL：054-277-2525/FAX：054-277-2526
MAIL：info.haratax@gmail.com

原耕司税理士事務所は『P（PLAN）-D（DO）-C（CHECK）-A（ACTION）サイクル』による
経営の向上を目指すお客様を全力でサポートします。

～継続して繁栄する会社を目指す～

（弥生シリーズの便利な点）
◎手書きの帳簿類に書き込む感覚
で入力可能。
◎シリーズ間でデータ連動可能。等
◆ご依頼いただければ、当事務所
が初期設定を代行（有料）。
決められた入力方法で入力すれば
簡単に経理処理を行えます。

弥生製品購入をご検討中の方へ、事前に製品に触れていただき、予めその使用感を知って頂くセミナーとなっております。
お一人様1台のパソコンを使用。無料で受講できますので、ご検討中の方は是非ご受講ください。

“かんたん” “やさしい” “いちばん売れている” 弥生シリーズで会社経理をもっと楽しく 新消費税（8％）にも対応！

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

弥生＂14＂シリーズ 無料体験教室 開催中

◆各種ソフトのご注文も承ります◆

既にソ
フト購入

済の方
へ

WEB：http://www.tax.io/　又は

TEL：054-277-2525/F
MAIL：info.haratax@gmail.com

～継続して繁栄する会社を目指す～
当事務所は
『経営革新等支援機関』です！会社〈経営〉を会社《継栄》に

自社の現状や課題を見つける／業績向上を目指す／経営の向上を図る
【単年経営計画作成】　1年間の経営計画を、売上・経費毎に作成します。
【中期五ヵ年経営計画作成】　5カ年の経営計画を、資金繰り等含め作成します。
随時開催　　料金：31,500円～　　お申込み・お問い合せはお電話でお気軽にどうぞ。

原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

ソフト購
入

御検討
中の方

へ

弥生会計
セミナー種別

弥生販売

弥生給与

日　程

両日とも13：30～15：00
時　間

15：15～16：45

15：15～16：45

料金その他
料金：無料
対象：製品ご購入前の方
会場：当事務所1Fセミナールーム
内容：お一人様1台のパソコンを使用。

実際に弥生ソフトの操作感を体験
していただきます。

弥生14シリーズの初期設定や日常処理の操作方法、また便利な使い方を解説するセミナー（有料）や、お客様の経理状態に合わせた個別指
導も行っております。お申込み、お問い合せは当事務所HPを御覧ください。お電話でも受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

10月16日㈭

10月16日㈭

9月17日㈬

9月17日㈬



わが社自慢の商品・サービス

徳川家康公にちなんだ商品ご紹介
2015家康公四百年祭に向けて

〒424-0038 静岡市清水区西久保520
TEL 054-364-4670　FAX 054-364-4696
http://www.apareiyu.co.jp

㈲秋月堂

〒424-0401 静岡市清水区中河内4209
TEL 090-1417-3880　FAX 054-395-2136
http://seisyouyuenn.jimdo.com

清照由苑

〒424-0886 静岡市清水区草薙597-8（日本平山頂）
TEL 054-334-2026　FAX 054-334-1847
http://www.shizutetsu.co.jp/park/

日本平ロープウェイ（静岡鉄道㈱）

〒420-0003 静岡市葵区片羽町62
TEL 054-254-8088　FAX 054-252-8088
http://mochizuki-chaame.net/

㈲望月茶飴本舗

高級感あり。葵の御紋入り黒塗りタクシー

1967年創業当時、日本平山頂と久能山下に車庫を置き営業。
社名由来も有度山
（現日本平）のタクシ
ーから名付け。久能
山山腹には徳川家康
公ゆかりの東照宮が
あることから葵の御
紋をドアに貼り他県お
客様に好評です。小型初乗り運賃 690円（税込）

お駕籠イメージのラッピングゴンドラ運行中！

徳川家康公が眠る県内唯一の国宝指定建造物の久能山東
照宮と日本平を結ぶ
ロープウェイ。葵の御
紋デザインの殿駕籠、
姫駕籠で約５分間の
空中散歩が楽しめま
す。「久能山東照宮」
へのご参拝はロープ
ウェイが便利です。大人往復 1,000円（税込）

清水両河内産煎茶 
三徳茶
『一富士 二鷹 三茄子』徳
川家康の愛した三つの徳。
静岡に今もなお残るその三
つの宝と、静岡を愛し平和を
願った家康の想いをこのお
茶に込めました。清水両河
内産茶葉100％のこのお茶
をどうぞ御笑味下さいませ。972円（税込）

〒422-8004 静岡市駿河区国吉田4-10-1
TEL 054-263-5530　FAX 054-335-1322
http://udokoutuu.jimdo.com/

うど交通㈱

〒420-8560 静岡市葵区御幸町10-2
TEL 054-205-2343　FAX 054-205-2331
http://www.matsuzakaya.co.jp/shizuoka/

㈱大丸松坂屋百貨店 松坂屋静岡店

30ｇ 480,000円（税込）、50ｇ 780,000円（税込）

江戸時代に使用されていた小
判を再現し、1面には家康公四
百年祭記念ロゴと松坂屋ロゴ
を配しオリジナルの小判をデザ
インし、限定品であることを表
現しました。（内容は一部変更
する場合があります）

家康公四百年祭記念
純金小判

久能山東照宮が国宝に認定さ
れた2010年、落合宮司からネー
ミングと書を受け、徳川家康公の
金のつばをイメージして練り上げ
た本格羊かんです。合成保存
料などは使用せず、大納言小豆
の本来の旨みを大切にした羊か
んです。

葵きんつば羊かん 静岡ミルクまんじゅう
「駿府城」Ⓡ

ミルク風味の皮で抹茶餡を
包んだ洋風まんじゅうです。
昔から気候や風土に恵まれ
た静岡の地で、ひとつひとつ
丁寧に焼き上げました。駿府
城にそよぐ風のように、優しい
風味をお届けします。
8個入り 1,058円（税込）1個 108円（税込）

さ ん と く ち ゃ

※写真はイメージです。



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒424-0852 静岡市清水区神田町18-11
TEL 054-354-0182　FAX 054-354-0183
http://www.tsekkei.net/

T設計室一級建築士事務所
〒420-0949 静岡市葵区与一3-11-14
TEL＆FAX 054-272-1274

秋山建具店

情報資源で企業
おこし・町おこし！
周年事業にも

企業や地域に眠る記録資
料・人の記憶などをデジタル
情報にして整理し、記念誌・
web・動画などの形で後世
に残すお手伝いをしていま
す。また、関連講座も開催し
ます。専門スキルを得たい方
もお気軽にご連絡ください。

CM方式・
分離発注方式の
建築設計事務所

企画・設計監理から施工監
修まで、エコハウス住宅・店
舗・マンション・幼稚園・保育
園・老人福祉施設・教会等
の新築・増改築・リフォーム・
リノベーションを分離発注
方式のコンストラクション・
マネジメントでつくります。

七間町に誕生
した「新たな地
域創造拠点」

休憩など誰でも気軽に
利用できるフリースペー
ス。演劇・講演・映画上
映など可能な多目的ホ
ール。ワークショップも
できる会議室。”エンタメ
の街・七間町”の歴史を
継承した施設。

〒420-0035 静岡市葵区七間町12-4
TEL 054-270-8991　FAX 054-205-5506
http://s-machi.net

MIRAIEリアン コミュニティホール七間町（（公財）静岡市まちづくり公社）

〒424-0065 静岡市清水区長崎277-3
TEL 054-368-4620　FAX 054-368-4621
http://www.archive-labo.jp

ARCHIVE・Labo（アーカイブ・ラボ）

〒421-0131 静岡市駿河区手越原233-2
TEL 054-259-8101　FAX 054-259-3259
http://www.muramatsu.co.jp

㈱村松商店 静岡支店

新築いたしました
住宅設備機器、上下水道用材料の総合商社として新築オー

プンしました。種
類と在庫量を
増やし、建設業
界の皆様により
一層お役にた
てるようにいた
します。漏水補
修用材料も充
実いたしました。

木製建具のことならお任せください！
地元産の杉・桧などを使用した建具・家具を企画・製造・販売
しています。木製建具にこだわり、住みよいお部屋・お店づく

りに貢献しており
ます。
既存建具の立付
け調整、修理、襖
紙・障子紙の張替
え工事等もお請け
いたします。

大人と子供の修楽旅行
参加者募集中

今話題の三保松原や久能山
東照宮など、観光スポットを体感
していただくミニツアー「大人と
子供の修楽旅行」を企画しまし
た。夕食は東海大学水族館の
大水槽前で、魚たちを眺めなが
らアクアリウムディナーをどうぞ。

〒424-0901 静岡市清水区三保2738
TEL 054-334-7732　FAX 054-335-6561
http://shizuoka-taiken.com/

㈱しずおか体験企画

静岡再発見！ミニツアー（昼食付） 大人子供とも6,300円（税込）
「アクアリウムディナー」 大人3,100円（税込）・子供2,500円（税込）

しゅうがく



夜来香の味、満足して納得とはこのことか
駅前銀座アーケー
ドから、横道に入っ
た商店街組合員の
店。親子代々、職
人の技を引き継い
だ味は、誰もが納得
する美味しさ。隠れ
た名店『知る人ぞ
知る』秘密にしてお
きたいお店かも・・・。

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町8-13 地下1F
TEL＆FAX 054-255-5625

カフェテラス蒼苑soen（㈱レストランフランセ）

〒424-0816 静岡市清水区真砂町4-31（清水駅前銀座商店街）
TEL 054-365-5212　FAX 054-365-5253

中華飯店 夜来香（イエライシャン)

〒420-0037 静岡市葵区人宿町1-3-12 森田ビル2F
TEL 054-251-7099

Bistro HaRyu はりゅう

〒420-0810 静岡市葵区上土1-3-1
TEL 054-267-7622

遊食酒房 卓

〒420-0857 静岡市葵区御幸町7-5
TEL＆FAX 054-266-5085

ラ ソリエール（㈲長谷川和洋酒）

会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

左：什景湯麺（シイ ティン タアン ミエン） 940円（税込）
右：扣肉湯麺（コウ ロウ タアン ミエン） 1,050円（税込）

〒420-0852 静岡市葵区紺屋町6-6 ミツヒサビル2F
TEL 054-250-2266　FAX 054-250-2323
http://annam-shizuoka.com

ベトナム料理アンナム

県下初！ワインサーバーで高級ワインが楽しめます
ワインと日本酒の専門店。ヨーロッパで人気のあるワインと静
岡の日本酒を主に販売。静岡の人気パン職人が作ったラ・ソ

ムエールのオリジ
ナルパンも販売。
夜はスペインバル
スタイルでカウン
ターに並ぶ料理と
10種類のグラス
ワインを楽めます。

洗練された本場のベトナムの味！！
食を通じてベトナム文化を静岡に届けたいという思いを込めて

オープンしたア
ンナムです。南
国情緒あふれ
た心和むとって
おきの空間の
中でヘルシー＆
上品な本場ベ
トナム料理をご
提供致します。

「気持ち良い」って大切ですよね！
暖簾をくぐる時って誰もが期待感を持ちますよね。そこで重要

なのは美味し
い料理と気持
ちの良さだと
思います。「外
食って楽しい」
と心より感じて
頂ければ幸い
です！

バインセオ(ベトナムのお好み焼き）

180円（税込）～450円お得セット付き「極みハンバーグ」 1,300円（税込）

カジュアルフレンチだから気取らず召し上がれ♪
はりゅうのランチは850円！お肉の味が引き立つあらびき使用
の「極みハンバーグ」や、毎日焼津から仕入れる新鮮な魚料理

など、本格的な料理をカジュアルにどう
ぞ。＋450
円でオードブ
ル、サラダ、
デザート、お
飲み物が付
き満足いっ
ぱいです。

静岡の地下街で老舗
のカフェレストラン

紺屋町の地下街で約５０年の
カフェテラス蒼苑soenは、今も
変わらず“おまちの中の憩いの
空間”。ランチタイムはゆっくり
の17時までで、日替わりのほか
パスタ、オムライス、カレーライ
スなど選べる15種類のメニュ
ーを用意しています。

ドリンク付き蒼苑ランチ（全15種） 540円（税込）～



安心・便利な地域密着型！　新鮮なままお届けします！

ネットスーパー
配達エリア

葵区・駿河区・清水区
藤枝市・焼津市

入会金
年会費無料

1回のお買上げ金額の合計が
4,000円以上で

4,000円以下の場合は1回につき300円（税込）かかります
配達送料無料 ※「しずてつストアネットスーパー」のご利用にはパソコンでのインターネット環境が必要となります。

ネットスーパー専用ホームページ
http://netsuper.s-store.co.jp

しずてつネットスーパー 検索

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

ホテルセンチュリー静岡 （㈱ホテル小田急静岡）　営業部 セールス課

星座 ： てんびん座　血液型 ： O型　趣味 ： 旅行、ゴルフ
TEL ： 054-289-6400

久保田 梓さん

　

当
社
の
中
心
業
務
は
建
築
設
計
で
す
。建
築

設
計
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、不
動
産
、開

発
等
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い

て
発
注
者
の
立
場
に
立
っ
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全

般
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
千
葉
出
身
で
静
岡
に
住
ん
で
11
年
目
に

な
り
ま
す
。静
岡
は
と
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
で

す
。最
近
、静
岡
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、に
わ
か
に
は

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、工
場
の
移
転
や
増

築
の
際
に
土
地
探
し
で
難
航
し
、そ
の
結
果
、静

岡
市
外
で
立
地
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
い
で

す
。働
く
場
所
が
減
っ
て
い
け
ば
人
口
は
流
出
し

て
い
き
ま
す
。今
後
、新
東
名
周
辺
の
山
間
地
の

開
発
を
さ
ら
に
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
と

考
え
ま
す
。も
ち
ろ
ん
無
秩
序
な
開
発
は
論
外

で
す
。民
間
の
活
力
を
発
揮
し
て
、計
画
的
か
つ

積
極
的
な
開
発
を
進
め
て
い
く
際
の
一
助
に
な

れ
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

㈱七丈設計　代表取締役
静岡商工会議所青年部 平成26年度 研修委員会 副委員長

シチジョウ

星座 ： さそり座  血液型 ： A型  趣味 ： アコースティックギター、ゴルフ
TEL ： 054-271-1971

佐藤 信行さん

笑
顔
の
接
客
を

常
に
心
が
け
て
い
ま
す

　

当
社
は
１
９
９
７
年
の
開
業
以
来
、ご
宿
泊
・

レ
ス
ト
ラ
ン・
ブ
ラ
イ
ダ
ル・
宴
会
の
事
業
を
通
し

て
、お
客
様
に
と
っ
て
の「
静
岡
市
の
地
域
一
等

店
」を
目
指
し
て
い
る
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
で
す
。

　

入
社
し
て
17
年
の
私
は
、現
在
企
業
へ
訪
問

し
、宴
会
を
は
じ
め
お
客
様
へ
の
ご
要
望
に
い
ち

早
く
お
応
え
す
る
べ
く
日
々
奔
走
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会
が
多
い
中
、常

に
笑
顔
を
忘
れ
ず
、気
持
ち
良
く
ホ
テ
ル
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、お
客
様
へ
の
丁
寧
な
フ

ォ
ロ
ー
と
ケ
ア
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
友
達
と
ラ
ン
チ
に
行
っ
た
り
、体
を
動

か
し
た
り
、お
気
に
入
り
の
カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
く
り
読

書
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。時
間
が
あ
れ
ば
旅
行

や
温
泉
も
。時
に
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
、緑
豊
か
な

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

人
口
流
出
を
止
め
る
に
は

働
く
場
所
の
確
保
を



東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

※レポーターの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

文化力と創造性で
魅力アップを
小林洋子さん

建築家、株式会社ＡＣＴ環境計画 代表取締役

Yoko Kobayashi

臨
場
感
が
出
る
よ
う
、約
２
千
席
の
客
席
が
ス

テ
ー
ジ
を
取
り
囲
み
、さ
ら
に
客
席
の
配
置
を
ス

パ
イ
ラ
ル
状
の
非
対
称
形
に
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
。公
演
し
た

ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
音
楽
監
督
、サ
イ
モ
ン・ラ
ト
ル

氏
は「
世
界
一
の
ホ
ー
ル
だ
」と
絶
賛
し
た
。「
音

楽
を
空
間
で
感
じ
る
、今
ま
で
日
本
に
な
い
ホ
ー

ル
を
造
り
た
か
っ
た
。使
う
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
の
が
一
番
嬉
し
い
」。

　

10
年
く
ら
い
前
か
ら
個
人
宅
の
音
楽
室
や
サ

ロ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
設
計
依
頼
が
増
え
て
い
る
。

　

も
と
も
と
建
築
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
小
林

さ
ん
。大
学
卒
業
当
時
、大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
民

間
会
社
の
多
く
は
女
性
を
採
用
せ
ず
、「
建
築
家

の
道
か
、大
学
に
残
る
か
、公
務
員
か
の
選
択
肢

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

音
楽
や
演
劇
な
ど
の
ホ
ー
ル
の
設
計
で
は
、一

目
置
か
れ
る
存
在
だ
。設
計
を
任
さ
れ
た
川
崎

市
の「
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」（
２

０
０
４
年
開
館
）は
、演
奏
家
と
聴
衆
の
一
体
感
、

手
掛
け
た
音
楽
ホ
ー
ル
に
内
外
の
著
名
な
演
奏

家
を
招
い
た
り
、百
人
以
下
の
小
規
模
ホ
ー
ル
の

運
営
、企
画
や
、北
軽
井
沢
で
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

　
「
東
京
で
独
立
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
に
は
、

自
分
に
し
か
な
い
、こ
れ
な
ら
負
け
な
い
、そ
う
い

う
も
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。〝
売
り
〞に
な

る
独
自
性
を
打
ち
出
し
、『
私
は
こ
れ
な
ら
で
き

ま
す
』と
い
う
も
の
で
す
ね
」。

　

郷
土
が
大
好
き
な
小
林
さ
ん
。街
の
魅
力
を

高
め
る
に
は
、「
建
物
や
お
店
の
デ
ザ
イ
ン
と
か
、

街
を
歩
く
人
の
セ
ン
ス
が
良
く
な
っ
て
い
か
な
い

と
ア
ッ
プ
し
な
い
の
で
は
」と
指
摘
す
る
。

　
「
た
と
え
ば
、地
元
の
管
弦
楽
団
も
巻
き
込
ん

で
発
信
力
の
あ
る
世
界
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

市
が
つ
く
り
、団
員
を
世
界
中
か
ら
公
募
し
、家

族
と
一
緒
に
静
岡
に
住
ん
で
静
岡
の
街
を
育
て

て
い
く
。そ
う
い
う
外
か
ら
の
刺
激
が
あ
る
と
、街

の
魅
力
や
地
元
の
文
化
力
は
も
っ
と
ア
ッ
プ
す
る

と
思
い
ま
す
ね
」。ホ
ー
ル
設
計
の
専
門
家
ら
し
い

ア
イ
デ
ア
だ
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
料
理
が
人
気
を
呼
び
、市
内

に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
料
理
店
が
林
立
す
る
ス
ペ

イ
ン
の
小
さ
な
都
市
サ
ン・セ
バ
ス
チ
ャ
ン
を
例
に
、

「
伝
統
も
大
切
で
す
が
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の

が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
も
あ
る
ん
で
す
」と
語
る
。

　

街
並
み
の
魅
力
が
ア
ッ
プ
し
て
、「
じ
ゃ
、週
末

は
静
岡
へ
行
こ
う
！
そ
う
な
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
」。　　
　
　
　
（
写
真・文
：
長
田
義
明
）

世
界
的
音
楽
監
督
が
絶
賛

内
外
か
ら
公
募
も

静岡市葵区生まれ。横浜国立大学工学部卒業。国際的な建築家の事務所で
勤務後、1984 年、ACT 環境計画研究所設立、87 年、株式会社ACT 環
境計画に名称変更、現在同社代表取締役。
文化学院建築科、横浜国立大学工学部各非常勤講師、横浜市泉区民セン
ター建設構想委員会委員、川崎市建築紛争調停委員、岐阜県文化センター
建設構想委員会委員などを歴任。
2009 年、東京・銀座でACT 環境計画作品展を開催。
http://www.actplanning.jp/

経 歴



　
「
プ
テ
ィ・パ
リ・ド・ラ・タ
ー
ブ
ル
」は
、静
岡

鉄
道・桜
橋
駅
か
ら
徒
歩
２
分
、旧
清
水
文
化

セ
ン
タ
ー
の
向
か
い
に
あ
り
ま
す
。

　

原
澤
勝
也
さ
ん
は
京
都
出
身
。東
京
の
シ

テ
ィ
ホ
テ
ル
、フ
ラ
ン
ス
料
理
店
、箱
根
の
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
を
経
て
、清
水
を
代
表
す
る
企
業
の

お
抱
え
料
理
人
と
な
り
、１
９
９
６
年
に
は

ワ
ー
ル
ド・マ
ス
タ
ー・シ
ェフ
ズ・ソ
サ
エ
テ
ィ
の
日

本
代
表
シ
ェフ
１
０
０
人
に
選
出
。２
０
０
２
年

に
当
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
店
は「
大
人
の
た
め
の
セ
カ
ン
ド・キ
ッ
チ

ン
」。主
婦
の
皆
様
が
毎
日
作
る
料
理
の
煩
わ

し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
を
採
用
し
、お
客
様
の
顔
を
見
て
料

理
の
ソ
ー
ス
を
工
夫
し
た
り
、料
理
の
作
り
方
へ

の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
る
な
ど
、お
客
様
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
の
料
理
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
。赤
ピ
ー

マ
ン
の
ム
ー
ス・ト
マ
ト
フ
ァ
ル
シ
ー（
ト
マ
ト
の
中

に
赤
ピ
ー
マ
ン
の
ム
ー
ス
を
詰
め
た
料
理
）。当

店
自
慢
の
ビ
シ
ソ
ワ
ー
ズ（
ポ
テ
ト
の
冷
製
ク

リ
ー
ム
ス
ー
プ
）。す
ず
き（
駿
河
湾
産
）の
ポ
ワ

レ
香
草
ソ
ー
ス・フ
ィ
ッ
ト
チ
ー
ネ（
パ
ス
タ
）添

え
。和
牛
フ
ィ
レ
肉（
静
岡
県
産
）の
ポ
ワ
レ
花

畑
風（
夏
野
菜
と
食
用
花
を
添
え
て
）。そ
れ

ぞ
れ
の
料
理
の
ソ
ー
ス
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
ダ
。パ
ン
。デ
ザ
ー
ト
は
ワ
ゴ
ン
か
ら
選
べ
ま

す
。最
後
に
コ
ー
ヒ
ー
。

　

お
客
様
の
お
も
て
な
し
、月
１
回
の
デ
ィ
ナ
ー・

ラ
イ
ブ
を
企
画
す
る
の
は
弥
里
さ
ん
。オ
ー
プ
ン

当
初
か
ら
毎
月
続
け
て
い
る
ラ
イ
ブ
は
１
５
０

回
を
数
え
て
い
ま
す
。次
回
は
９
月
14
日
に

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
の
数
々
を
。６
５
０
０
円
。

地産地食

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

ランチ：ハンバーグ、オムレツ、カレー、パ
スタ、各1700円。シェフ・ズ・ドンブリ
1900円。シェフ特製ランチ2400円。
ディナー（前日までに要予約）：魚また
は肉のディナー3900円。スぺシャルデ
ィナー5500円。8000円。
ランチ：11時30分～14時（LO）。ディナー：
17時30分～20時３０分（LO）。月曜定休。
テーブル32席。宴会60名まで。駐車
場10台。
静岡市清水区入江岡町15-26
TEL ０５４‐351-0222

鉄セテトおワ本にンしでン理の

プティ・パリ・スペシャルランチ3400円。左から、和牛フィレ肉のポワレ花畑風、パン、サラダメランジェ、ビシソワーズ、デザート、すずきのポワレ香草ソース・フィットチーネ添え、
赤ピーマンのムース・トマトファルシー、コーヒー。

ワゴンからお好みのデザートを

原澤勝也氏シェフ

静岡市立
清水桜が丘
高等学校

南幹線

静岡鉄道

清水中央図書館

桜橋駅 入江岡駅

至
新
清
水
駅

至東名清水



〒420-0068 静岡市葵区田町2丁目89-1

会議つかれをリフレッシュ！ お昼休みをなごやかに 地産地消のお・も・て・な・し

本格仕出し料理 社内打ち上げ・パーティ オフィスでのまいにちに

春夏秋冬  季節替わりのお弁当
清少納言～春～ 750円（税別）

見た目もかわいいお弁当
てまり弁当　８００円（税別）

高級仕出し弁当
駿河御膳　1000円（税別）

慶事・法事のお料理
会席松花堂

ケータリングもおまかせ
寿司・サンドウィッチ・フライなど

日替わりのお弁当※
330円・390円・430円の３種

ご指定の場所に配達料無料でお届け致します

静岡市葵区駿河区▶5000円以上 ・ 清水区▶15000円以上 ・ 焼津藤枝地区▶２万円～　でお届け致します
ご注文は２日前まで　個数の変更は前日午前中まで受付致しております

http://www.chikusui.co.jp

mail  chikusui2000@yahoo.co.jp

インターネットからもご注文できます



無料定例相談会開催

〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町20-8（静岡商工会議所内2階）
TEL.054-275-1881㈹  FAX.054-253-5508  E-mail sbsc@shizuoka-cci.or.jp
HPも随時更新中

お問い合わせ

静岡商工会議所
静岡県事業引継ぎ支援センター

経済産業省
関東経済産業局
委 託 事 業

（受付方法）TEL予約054-275-1881

9・10・11・12月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●三島商工会議所 4階【E】会議室
9・10・11・12月、水曜日に相談会を開催いたします。
　　　　 場所●浜松商工会議所 2階相談コーナー

「静岡県後継者バン静岡県後継者バンク」始動始動「静岡県後継者バンク」始動

会　場 9月

三島会場 10日（水）

浜松会場

　8日（水）

10月

17日（水） 15日（水）

12日（水）

11月

19日（水）

10日（水）

12月

17日（水）

第2水曜日

日　程

第3水曜日
※静岡会場（静岡商工会議所）は随時

新事業
「静岡県後継者バンク」は、静岡商工会議所に設置された
事業承継の公的相談窓口「静岡県事業引継ぎ支援センター」が
運営する事業です。

詳しくは、当センターＨＰもしくは、TELにてご確認下さい。

経済産業
関東経済産
委 託 事

企業・事業の承継について企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？お悩みはありませんか？
静岡県事業引継ぎ支援センターに静岡県事業引継ぎ支援センターに
ご相談ください。ご相談ください。

企業・事業の承継について
お悩みはありませんか？
静岡県事業引継ぎ支援センターに
ご相談ください。
静岡県事業引継ぎ支援センターは、
国が運営している公的窓口です。
日頃より「後継者がいない」などの
事業継承問題で悩んでいる経営者の皆さま、
無料で相談をお受けしますのでお気軽に
お越しください。

　　　まずは、お電話を！
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